
主な内容
■ずっと使う番号だから、マイナンバーは大切に… …………②
■くみやまフォトグラフ（秋祭りと運動会）… ………………④
■デマンド乗合「のってこタクシー」12月から試行運行… …⑥
■まちづくりディスカッション inくみやま… …………………⑩
■お知らせします。町職員の給与・勤務条件… ………………⑫
■インフォメーション … ………………………………………⑮
■みんなの広場（町の敬老会ほか）… …………………………㉔

まちの総合情報誌
KUMIYAMA TOWN PUBLIC RELATIONS

　久御山の秋を彩る玉田神社（森）の本祭り「還幸祭」が、10月9日に行われました。八つの宮座の当家
が狩衣装束で社務所に集合。玉弓講の御弓を先頭に、それぞれの座の宝物、御幣を捧げて参道を練り
歩き、華麗な絵巻のような情景が展開されました。（4ページに町内各地域の秋祭りを掲載）

厳かに華やかに　玉田神社還幸祭
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お
手
元
に
届
く
の
は
、
皆
さ
ん
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
記
載
さ
れ
た
「
通

　

国
民
1
人
1
人
に
割
り
当
て
ら
れ
る
12
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）の

通
知
が
、
各
世
帯
ご
と
に
、
簡
易
書
留
で
送
付
さ
れ
ま
す
。
通
知
は
、
10
月
20

日
頃
か
ら
順
次
発
送
さ
れ
て
お
り
、
お
お
む
ね
11
月
中
に
届
き
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

知
カ
ー
ド
」
と
書
か
れ
た
紙
の
カ
ー
ド
と
、

「
個
人
番
号
交
付
申
請
書
」、「
説
明
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
」
と
、「
返
信
用
封
筒
」
で
す
。

　
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、
番
号
を
知
ら
せ
る

カ
ー
ド
で
、
10
月
5
日
時
点
で
住
民
票
の
あ

る
住
所
地
へ
送
ら
れ
ま
す
。
4
人
家
族
な
ら

4
人
分
の
カ
ー
ド
が
ま
と
め
て
届
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
社
会
保
障
や
税
、
災

害
対
策
の
行
政
手
続
き
で
必
要
と
な
る
番
号

で
、
平
成
28
年
1
月
か
ら
利
用
が
始
ま
り
ま

す
。
一
生
使
う
番
号
で
、不
正
な
利
用
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
他
人
に
見
せ
た
り
、
無
く
し
た
り

し
な
い
よ
う
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
を
受
け
取
っ
た
後
、

同
封
さ
れ
て
い
る「
個
人
番
号
交
付
申
請
書
」

で
、
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
申
請
を

す
る
と
、
身
分
証
明
書
や
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

に
利
用
で
き
る
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
I
C
チ
ッ
プ
付
き
の
カ
ー
ド
で
、券
面
に

は
氏
名
、住
所
、個
人
番
号
な
ど
通
知
カ
ー
ド

に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
の
ほ
か
に
、
本
人

の
顔
写
真
な
ど
が
記
載
さ
れ
ま
す
。
本
人
確

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
る
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
開
始
に
伴
い
、
従
来
の
「
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」（
以
下
「
住
基
カ
ー

ド
」）
は
、平
成
27
年
12
月
28
日
を
も
っ
て
交

付
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
有
効

期
限
ま
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
と
の
重
複
所
持
は
で
き

ま
せ
ん
）、住
所
や
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
、
そ
の
時
点
で
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
終
了
に
伴
い
、

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
平
成
28
年
１
月
か

ら
順
次
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
交
付
開
始
当
初

は
多
数
の
申
込
が
想
定
さ
れ
、
受
け
取
る
ま

で
に
数
週
間
か
ら
数
か
月
お
待
ち
い
た
だ
く

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、平
成
28
年
（
平
成
27
年
分
）
の

確
定
申
告
に
お
い
て
、
ｅ-

T
a
x
に
よ
る 

申
告
を
す
る
人
で
、
確
定
申
告
期
間
以
前
に

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
が
満
了
す
る
人
は
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
し
て
も
、

確
定
申
告
ま
で
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付

が
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、電
子
証
明
書
を
利
用
し
て
お
り
、有

効
期
限
が
近
い
人
は
、
12
月
22
日
ま
で
に
現

在
お
持
ち
の
住
基
カ
ー
ド
で
電
子
証
明
書
の

更
新
手
続
き
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を

す
る
と
、
現
在
住
基
カ
ー
ド
に
格
納
さ
れ
て

い
る
有
効
な
電
子
証
明
書
が
失
効
し
て
し
ま

う
た
め
、
確
定
申
告
が
済
ん
で
か
ら
交
付
申

請
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
問
合
せ
／
全
国
共
通
ナ 

ビ
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
0
5
7
0（
２
０
）0

 

1

 
7
 
8
 

ま
た
は
住
民
福
祉
課

申
請
に
よ
り「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」を

交
付
し
ま
す

住
基
カ
ー
ド
の
発
行
は

12
月
28
日
で
終
了
し
ま
す

す
で
に
住
基
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
を

利
用
し
て
い
る
人
は
…

認
の
た
め
の
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き

る
ほ
か
、
自
治
体
サ
ー
ビ
ス
や
ｅ-

T
a
x

な
ど
の
電
子
証
明
を
利
用
し
た
電
子
申
請
な

ど
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　

申
請
す
る
と
、
平
成
28
年
1
月
以
降
、
交

付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
自
宅
に
届
き
ま
す

の
で
、
そ
の
ハ
ガ
キ
と
通
知
カ
ー
ド
な
ど
必

要
な
も
の
を
持
参
し
て
、
受
け
取
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
交
付
場
所
は
交
付

通
知
書
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
は
、
初

回
に
限
り
無
料
で
す
。
再
交
付
か
ら
は
有
料

と
な
り
ま
す
。

同
カ
ー
ド
へ
の
電
子
証
明
書
の
発
行
も
、
平

成
27
年
12
月
22
日
で
終
了
し
ま
す
。

　

な
お
、
住
基
カ
ー
ド
に
代
わ
っ
て
交
付
が

始
ま
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
、
電
子
証
明

書
が
標
準
搭
載
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
便
乗
し
た
不
正
な
勧
誘
や
情
報
取
得
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
怪
し
い
な
」と
思
っ
た
ら
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
局
番
な
し
）1
8
8
番
へ

ず
っ
と
使
う
番
号
だ
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー 

は
大
切
に

マイナンバーは1人に1つ交付されます
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御
山
町
と
宇
治
警
察
署
は
、
地
震
な
ど
の
大
規

模
災
害
で
宇
治
警
察
署
の
庁
舎
が
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
時
に
、
ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
を
代
替
施

設
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
協
定
書
を
9
月

14
日
、
町
役
場
で
締
結
し
ま
し
た
。

　

宇
治
警
察
署
は
、
昭
和
43
年
に
建
設
さ
れ
た
京
都
府

内
で
2
番
目
に
古
い
庁
舎
で
、
震
度
6
弱
の
地
震
で
倒

壊
の
恐
れ
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
て
お
り
、
い
ざ
と
い
う

時
の
代
替
え
施
設
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
2

階
建
て
約
6
2
0
平
方
㍍
。
駐
車
場
も
完
備
し
、災
害

時
に
は
地
域
、
刑
事
、
交
通
な
ど
各
課
の
幹
部
署
員
50

～
60
人
を
配
置
で
き
る
こ
と
か
ら
代
替
え
施
設
と
し
て

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

信
貴
康
孝
町
長
は
「
大
災
害
時
に
は
住
民
生
活
の
大

混
乱
が
予
想
さ
れ
、
住
民
は
大
き
な
不
安
が
あ
る
。
宇

治
署
機
能
の
確
保
は
最
重
要
課
題
。
町
と
し
て
も
で
き

る
限
り
の
こ
と
を
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

問
合
せ
／
総
務
課

で
は
、
町
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
全
店
舗

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
設
置
す
る
協
定

を
9
月
25
日
、
町
役
場
で
コ
ン
ビ
ニ
各
社
と
締
結
し
、
10

月
1
日
か
ら
各
店
舗
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
突
然
の
心
停
止
で
倒
れ
た
人
の
命
を
、
救
急

車
が
到
着
す
る
前
に
、そ
こ
に
い
る
人
が
そ
の
場
で
使
っ
て

救
命
措
置
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
医
療
機
器
で
、音
声
ガ
イ

ド
な
ど
に
従
っ
て
、
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

す
で
に
町
内
に
は
、
公
共
施
設
を
中
心
に
20
か
所
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
新
た
に
、
24
時
間

営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
15
店
舗
へ
の
設
置
で
、
救
命
措
置
に
よ

る
救
命
率
向
上
の
環
境
が
一
段
と
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

締
結
式
で
、
信
貴
康
孝
町
長
は
「
住
民
や
来
町
者
の
安

全
・
安
心
を
守
る
一
助
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う
時
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て

大
切
な
人
の
救
命
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

消
防
本
部
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
は
じ
め
救
急
法

の
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
民
や
事
業
所
の

皆
さ
ん
で
ご
希
望
の
場
合
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
設
置
店
舗
の
従
業
員
等
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所

の
案
内
や
貸
出
し
を
行
い
、
取
扱
補
助
や
現
場
へ
出
向
く

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
　
　
　

問
合
せ
／
消
防
本
部

宇治警察署が被災したとき代替施設となるクロスピアくみやま

コンビニ店内に設置されたAED

大規模災害時、クロスピアに
警察機能

町内コンビニ全店舗に
AED を設置

町と宇治署が協定
久

町

協定を締結し握手を交わす
信貴町長(右)と岸社協会長

　

町
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
9
月
15
日
、
町
役
場
で
災

害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
関
す
る
協
定
書
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

大
地
震
や
局
地
的
豪
雨
な
ど
に
よ
る
大
規
模
災
害
時
に

は
、
全
国
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
付
け
、
被

災
地
の
復
旧
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
の
拠
点
と
な
る
の
が
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
災
害
Ｖ
Ｃ
）
で
、
協
定
で
は
災
害
Ｖ
Ｃ
の
設

置
手
順
や
お
互
い
の
活
動
内
容
な
ど
を
取
り
決
め
て
い
ま

す
。

　

災
害
Ｖ
Ｃ
は
、
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、
町

は
必
要
な
資
機
材
の
確
保
や
復
旧
活
動
に
関
す
る
費
用
を

負
担
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
を
は
じ
め
、
被
災
者
ニ
ー
ズ
の
把

握
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
、
派
遣
、
関
係
機
関
と
の
連

絡
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

協
定
書
を
締
結
し
た
信
貴
康
孝
町
長
は
、「
災
害
時
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
今
後
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
今
後
、
災
害
Ｖ
Ｃ
の

常
設
を
目
指
し
て
、
運
用
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
／
総
務
課

災
害
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

町
社
協
と
協
定
セ
ン
タ
ー
設
置
な
ど
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▲獅子も町内を練り歩き疫病退治（10月９日、珠城神社）

▲太鼓を打ちながら、元気な掛け声（10月９日、佐山）

▲御旅所を出発する松陽台の神輿
　　（10月９日）

▲「ワッショイ、ワッショイ」‐元気な掛け声で神輿が巡行
　（10月18日、室城神社）

▲ちょっと一休み
　（10月13日、大藤神社）

▲ちょっと休憩
　（10月９日、佐山南公園）

▲獅子に噛んでもらいました
　（10月18日、室城神社）

▲花笠と太鼓が先頭を（10月13日、大藤神社）

秋を彩る
ふるさとの祭り
　10月は、ふるさと久御山の秋を
彩る祭りのシーズン。作物の収穫
を喜び、お祝いする秋祭りが、町
内各地で繰り広げられました。
　各神社では、子ども神

み こ し

輿が繰り
出し、「わっしょい。わっしょい」
と元気な声がさわやかな秋空に響
いていました。

　下津屋・室城神社の秋まつりで
は、獅

し し が し ら

子頭や法
は っ ぴ

被、胴長太鼓など
が新調されました。
　これは、下津屋自治会が、( 一財 ) 
自治総合センターのコミュニティ
助成金を受けて購入したものです。
同センターでは、宝くじの収入を
財源として、自治会などのコミュ
ニティ活動に助成しています。

問合せ／行財政課

■宝くじ助成金で獅子頭など新調
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▲どっちも頑張って―（９月26日、佐山小学校）

▲練習の成果を披露（９月19日、御牧小学校）

▲玉入れ「30個入れましょう」
　（10月11日、町民運動会）

▲熱戦を展開した「スーパー綱引き」（９月26日、東角小学校）

運動会多彩に
　秋は、スポーツに絶好の季節。
9月から 10月にかけて、小・中学
校や幼稚園・保育所での運動会を
はじめ、町民運動会などが繰り広
げられました。
　小学校では、児童が日頃の練習
の成果をいかんなく発揮し、応援
席から盛んな声援・拍手が送られ
ていました。また、佐山自治会の
運動会や町民運動会では、親子連
れや若者、中高年が、スポーツや
レクリエーションを楽しみ、親睦
を深めました。

▲

佐
山
自
治
会
で
は
、
第
36
回
目

　

の
運
動
会
を
開
催（
９
月
27
日
）

▲
チ
ー
ム
み
ん
な
の
気
持
ち
を
一
つ
に

　
（
10
月
11
日
、
町
民
運
動
会
）

▲
 

ギ
ネ
ス
に
挑
戦
「
リ
レ
ー
ボ
ー
ル
」

　
（
10
月
11
日
、
町
民
運
動
会
）

くみやま
フォトグラフ
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「
の
っ
て
こ
バ
ス
」 

や
む
な
く
運
行
継
続
を
断
念

　

鉄
軌
道
の
な
い
本
町
の
公
共
交
通
は
、
バ

ス
交
通
に
依
存
し
て
お
り
、
民
間
の
路
線
バ

ス
に
加
え
て
、
平
成
16
年
か
ら
町
内
巡
回

「
の
っ
て
こ
バ
ス
」
を
町
営
で
運
行
し
て
き

ま
し
た
。

　

の
っ
て
こ
バ
ス
は
、
東
西
2
路
線
で
運
行

し
、
よ
り
多
く
の
人
に
乗
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
、
全
世
帯
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
地
域
公
共

交
通
会
議
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
3
回
に

わ
た
る
ル
ー
ト
変
更
や
、
乗
り
入
れ
地
域
の

拡
大
、
バ
ス
停
の
増
設
な
ど
運
行
内
容
の
見

直
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
乗
客
数
の
大
幅
な
改
善
に
は
つ

な
が
ら
ず
、
平
成
26
年
度
の
実
績
で
は
、
1

便
当
た
り
の
平
均
乗
客
数
は
東
ル
ー
ト
約
3.5

人
、
西
ル
ー
ト
約
5.8
人
で
、
空
車
で
走
ら
せ

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

　
「
の
っ
て
こ
バ
ス
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
き
た
町
内
巡
回
バ
ス
が
、
今
年
12

月
い
っ
ぱ
い
で
廃
止
さ
れ
、そ
れ
に
代
わ
る
新
し
い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

12
月
1
日
か
ら
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー(

愛
称)

「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
」
の

試
行
運
行
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

一
方
、
運
行
経
費
は
、
年
間
約

４
，５
０
０
万
円
必
要
で
、
運
賃
収

入
約
７
０
０
万
円
を
差
し
引
い
た

約
３
，８
０
０
万
円
を
、
町
が
支

出
（
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
税
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
）

し
て
運
行
し
て
き
ま
し
た
。
１
人
１

回
当
た
り
の
乗
車
費
用
に
換
算
す
る

と
、
東
ル
ー
ト
で
１
，１
２
６
円
、
西

ル
ー
ト
５
７
６
円
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で

す
。

　

さ
ら
に
、
運
行
開
始
か
ら
11
年
を
経
過

し
、
バ
ス
の
耐
用
走
行
距
離
と
さ
れ
て
い
る

50
万
㌔
を
超
え
て
、
車
両
の
故
障
頻
度
も
多

く
な
り
、
運
行
を
継
続
す
る
に
は
、
車
両
の

買
い
替
え
に
約
３
，２
０
０
万
円
の
費
用
を

投
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

町
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
考
え
、
将
来
に

向
け
て
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
図
る
た
め

に
は
、
こ
の
機
会
に
抜
本
的
な
見
直
し
を
す

る
こ
と
が
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
」
1
回
300
円 

最
短
ル
ー
ト
で
目
的
地
へ

　

幾
つ
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

公
共
交
通
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
移
動
手
段

で
す
。

　

交
通
不
便
地
の
解
消
と
公
共
施
設
へ
の
足

の
確
保
、
高
齢
者
の
外
出
支
援
と
い
っ
た
需

要
に
応
え
る
た
め
に
、
検
討
を
重
ね
、
今
回

導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
デ
マ
ン
ド

乗
合
タ
ク
シ
ー
、
愛
称
「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ

ー
」
で
す
。

　
「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
」
は
、
路
線
バ
ス

や
通
常
の
タ
ク
シ
ー
と
は
異
な
り
、
電
話
で

予
約
し
て
、
地
域
の
集
会
所
な
ど
に
設
置
し

た
停
留
所
か
ら
、
目
的
地
近
く
の
停
留
所
ま

で
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

通
常
の
タ
ク
シ
ー
と
大
き
く
違
う
の
は
、

町
内
を
一
つ
の
エ
リ
ア
と
し
て
お
り
、
乗
降

場
所
が
あ
ら
か
じ
め
設
置
さ
れ
た
停
留
所
に

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
同
じ
時

間
帯
や
経
路
で
、
複
数
の
予
約
が
あ
っ
た
場

デ
マ
ン
ド
乗
合
「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
」

12
月
か
ら
試
行
運
行
●「
の
っ
て
こ
バ
ス
」
は
12
月
い
っ
ぱ
い
で
廃
止

問合せ／都市整備課



 ①利用者が電話する
　（乗車 1 時間前までに）

 ②タクシー会社予約センター

 ③予約した停留所で乗車

 ⑤目的地の停留所に到着

 ④目的地へ

「のってこタクシー」利用の流れ

　タクシー会社の予約センター
に、乗車時間の１週間前から１時
間前までに、電話で、登録番号、
氏名、電話番号、利用人数、乗車
停留所名と停留所番号、乗車時
間、降車停留所名と停留所番号を
告げて予約してください。
　予約受付時間は、午前８時～午
後５時までです。ただし、午前８
時台に利用する場合は、前日の午
後５時までに予約してください。

　他の利用者との乗合や、交通事
情により、10分程度お待ちいただ
くことがあります。

　同じルートで利用する他の利用
者と乗合になる場合があります。

○○停留所
に○時に予
約したいの
ですが…

予約を
お受け
しました

      0120（22）9
ク ミ ヤ マ

380
11月24日㈫午前８時から予約受
付開始
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合
は
、
乗
合
に
な
る
こ
と
で
す
。　

　

な
お
、
路
線
バ
ス
が
運
行
し
て
い
る
場

所
（
近
く
）
か
ら
の
乗
降
は
、
バ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
が
可
能
な
た
め
、「
の
っ
て
こ
タ
ク

シ
ー
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
林
の
バ
ス
停
か
ら
役
場
へ
は
、
府

道
を
路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
た
め
、
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
（
詳
細
は
８
ペ
ー

ジ
の
Ｑ
＆
Ａ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）。

　

乗
車
す
る
前
に
、
電
話
で
予
約
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
手
間
は
あ
り
ま
す

が
、
今
ま
で
「
の
っ
て
こ
バ
ス
」
が
通
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
狭
い
場
所
な
ど
で
も
運

行
し
、
よ
り
近
く
の
停
留
所
か
ら
乗
降
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
目
的
地
へ
最
短

ル
ー
ト
で
走
行
す
る
た
め
、
移
動
時
間
を
大

幅
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
の
は

　

久
御
山
町
の
住
民
で
、
事
前
に
利
用
登
録

し
て
い
る
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

■
乗
車
で
き
る
場
所
は

　

住
宅
地
か
ら
半
径
３
０
０
㍍
以
内
に
、
乗

降
で
き
る
停
留
所
を
設
け
ま
す
。
自
治
会
の

集
会
所
な
ど
、
町
全
体
で
50
か
所
で
、
停
留

所
名
を
表
示
し
た
標
柱
を
設
置
し
ま
す
。
の

っ
て
こ
バ
ス
の
停
留
所
が
44
か
所
（
町
内
）

で
す
の
で
、
よ
り
近
く
か
ら
乗
降
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
時
間
帯
は

　

午
前
8
時
台
か
ら
午
後
5
時
台
ま
で
利
用

で
き
ま
す
。

　

各
停
留
所
で
の
乗
車
時
刻
は
、
○
時
00

分
、
15
分
、30
分
、45
分
と
、
15
分
単
位
で
指

定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

料
金
は
、「
の
っ
て
こ

タ
ク
シ
ー
」
回
数
券
で

の
お
支
払
い
と
な
り
ま

す
。
回
数
券
は
１
０
０

円
券
11
枚
綴
り
が
１
，

０
０
０
円
で
、
タ
ク
シ

ー
車
内
や
、
ク
ロ
ス
ピ

ア
く
み
や
ま
、
ゆ
う
ホ

ー
ル
、
都
市
整
備
課
で

お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

　

※
子
ど
も
料
金
は
、
小
学
生
に
適
用
さ
れ

ま
す
。
中
学
生
以
上
は
大
人
料
金
に
な
り
ま

す
。
乳
幼
児
は
無
料
で
す
。

■
バ
ス
へ
の
乗
り
継
ぎ
助
成
が
あ
り
ま
す

　

京
阪
中
書
島
駅
、
淀

駅
、
近
鉄
大
久
保
駅
へ

は
直
接
行
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
が
、
路
線
バ

ス
へ
の
乗
り
継
ぎ
料
金

を
助
成
し
ま
す
。

　

の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー

乗
車
時
に
、
乗
務
員
か

ら
乗
継
券
を
受
け
取

り
、
路
線
バ
ス
の
料
金

支
払
い
時
に
乗
継
券

と
、
上
表
の
料
金
を

現
金
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

（
８
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

区分 大人 子ども
大人1人乗車 300円 200円
大人2人乗車 300円 100円
大人3人以上乗車 200円 100円

■利用料金（１人当たり）

乗り継ぎ
停留所

乗り継ぎ後の行先
京阪中書島駅 京阪淀駅 近鉄大久保駅

まちの駅クロス
ピアくみやま

200円
（子ども100円） ― 200円

（子ども100円）

北川顔 ― 150円
（子ども80円） ―
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■
11
月
2
日
㈪
か
ら
利
用
登
録
受
付

　

の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
に
は
、

事
前
に
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。
一
度
登
録

す
れ
ば
、
毎
年
登
録
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

登
録
で
き
る
の
は
、
久
御
山
町
に
住
民
登

録
し
て
い
る
小
学
生
以
上
の
人
で
す
。

　

11
月
2
日
㈪
か
ら
都
市
整
備
課
で
受
付
を

開
始
し
ま
す
。

【
登
録
方
法
】

①
利
用
登
録
申
請
書
を
提
出

　

利
用
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

都
市
整
備
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
時
に
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
住
基
カ
ー
ド
な

ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

代
理
人
申
請
、
郵
送
で
の
申
請
も
で
き
ま

す
の
で
、
都
市
整
備
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
本
誌
に
挟
み
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
都
市
整
備
課
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
く

み
や
ま
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
に
も
置
い
て
い
る
ほ

か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

②
登
録
証
を
受
け
取
る

　

登
録
証
は
、
申
請
時
に
個
人
ご
と
に
お
渡

し
し
ま
す
。
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
利
用
時
に

必
要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。他
人
に
貸
与
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
利
用
登
録
し
て
く
だ
さ
い

の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー

利
用
す
る
た
め
に

 
Ｑ
１ 　
自
宅
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
ま
す
か
。

Ａ　
「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
」
は
、
停
留
所

間
の
運
行
に
な
り
ま
す
の
で
、
自
宅
ま
で
の

送
迎
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

Ｑ
２　

路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
場
所

の
近
く
か
ら
の
乗
車
は
、
制
限
が
あ
る
と
聞
き

ま
し
た
が
、
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

乗
車
場
所
、
降
車
場
所
の
ど
ち
ら
も

路
線
バ
ス
が
近
く
を
運
行
し
て
い
る
所
は
、

そ
の
バ
ス
を
利
用
で
き
る
の
で
、「
の
っ
て
こ

タ
ク
シ
ー
」
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
乗
車
場
所
の
近
く
に
路
線
バ
ス
が
あ
っ

て
も
、
降
車
場
所
に
路
線
バ
ス
が
な
い
場
合

や
、
直
接
行
け
る
ル
ー
ト
が
な
い
場
合
は
、

路
線
バ
ス

（
京
阪
中
書
島
〜
近
鉄
大
久
保
）

路線バス（京阪淀〜京阪宇治など）

「のってこタクシー」
乗降できる場所
（停留所）

▶ご注意
　 茶色文字　→　茶色文字　
　 茶色文字　→　茶色文字　　間は、
　路線バスが利用できますので、乗降できません。
　　そのほかの区間は、すべて乗降できます。

⎫
⎬
⎭乗継停留所

乗継停留所

「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
」
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
久
御
山
団
地
か
ら
久
御
山
中
央

公
園
へ
行
く
場
合
は
、
団
地
の
近
く
に
バ
ス

停
が
あ
り
ま
す
が
、
中
央
公
園
近
く
に
は
な

い
の
で
、
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
栄
町
か
ら
役
場
へ
行
く
場
合
、
ど

ち
ら
も
バ
ス
停
が
あ
り
ま
す
が
、
直
接
行
く

こ
と
の
で
き
る
路
線
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
の
場
合
も
利
用
で
き
ま
す
。

 

Ｑ
３　

例
え
ば
東
一
口
か
ら
、
京
阪
淀
駅
へ

行
く
場
合
や
、
佐
山
か
ら
京
阪
中
書
島
へ
行

く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

東
一
口
か
ら
、
京
阪
淀
駅
へ
行
く
に
は

「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
」
で
「
北
川
顔
」
の

停
留
所
へ
行
き
、
そ
の
後
、
路
線
バ
ス
に
乗

り
換
え
て
淀
駅
へ
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
路
線
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
補
助
が

あ
り
ま
す
の
で
、
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
か
ら
乗

継
券
を
受
け
取
り
、
路
線
バ
ス
に
乗
っ
て
く

だ
さ
い
。
乗
継
券
と
通
常
の
バ
ス
料
金
（
２

１
０
円
）
よ
り
安
い
１
５
０
円
を
現
金
で
支

払
い
、
京
阪
淀
駅
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
佐
山
か
ら
は
「
ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス

ピ
ア
く
み
や
ま
」
で
乗
り
継
ぎ
、
中
書
島
駅

へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
同
様
に
バ
ス
料
金
は

通
常
２
９
０
円
で
す
が
、
乗
継
券
と
現
金
２

０
０
円
で
乗
車
で
き
ま
す
。

 

Ｑ
４　

役
場
ま
で
行
っ
て
、
用
事
を
済
ま
せ

て
か
ら
、
帰
り
も
利
用
し
た
い
の
で
す
が
。

の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー

Q
&
A
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路
線
バ
ス

（
京
阪
中
書
島
〜
近
鉄
大
久
保
）

路線バス（京阪淀〜京阪宇治など）

「のってこタクシー」
乗降できる場所
（停留所）

▶ご注意
　 茶色文字　→　茶色文字　
　 茶色文字　→　茶色文字　　間は、
　路線バスが利用できますので、乗降できません。
　　そのほかの区間は、すべて乗降できます。

⎫
⎬
⎭乗継停留所

乗継停留所

Ａ　

用
事
が
済
む
ま
で
「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ

ー
」
を
待
た
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
帰
り
も
利
用
す
る
場
合
は
、
再
度
予
約

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
１
時
間
以
上
前
ま

で
に
）。行
き
の
予
約
時
に
、
帰
り
の
乗
車
予

約
を
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

 

Ｑ
５　

介
助
が
必
要
な
人
が
利
用
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

Ａ　

基
本
的
に
乗
務
員
は
利
用
者
の
身
体

に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
一

人
で
乗
降
で
き
な
い
場
合
は
、
介
助
者
と
同

乗
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
障
害
者

及
び
そ
の
介
助
者
は
、
割
引
料
金
（
２
０
０

円
）
と
な
り
ま
す
。

 

Ｑ
６　

利
用
登
録
は
久
御
山
町
の
住
民
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
登
録
し
て
い
な
い
人
は

乗
れ
な
い
の
で
す
か
。

Ａ　

複
数
で
利
用
す
る
場
合
は
、
登
録
者
が

1
人
い
れ
ば
、
登
録
し
て
い
な
い
人
も
一
緒

に
乗
車
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
町
外
に
住
ん

で
い
る
子
ど
も
や
孫
も
、
登
録
者
と
一
緒
な

ら
利
用
で
き
ま
す
。

 

Ｑ
７　

乗
車
料
金
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
決

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ　

乗
車
料
金
は
、
町
内
を
運
行
す
る
路
線

バ
ス
の
料
金
と
通
常
の
タ
ク
シ
ー
料
金
と
の

バ
ラ
ン
ス
や
、
町
の
財
政
負
担
な
ど
を
考
慮

し
て
決
め
て
い
ま
す
。

 

Ｑ
８　

な
ぜ
、
利
用
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
か
。

Ａ　
「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
」
は
、
町
か
ら

の
財
政
負
担
で
運
行
し
ま
す
の
で
、
利
用
者

を
住
民
に
限
定
し
て
い
る
の
と
、
利
用
者
デ

ー
タ
を
分
析
し
改
善
に
活
か
す
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「のってこタクシー」 
利用説明会

　「のってこタクシー」の利用
登録や利用の仕方などについ
て、説明会を行います。どなた
でも参加できます。

日時 場所

11月4日㈬ 午後7時から
ゆうホール 
2階交流ホ 
ール

11月6日㈮
午後3時から 役場5階コ 

ンベンショ 
ンホール午後7時から
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9
月
13
日
、
住
民
参
加
に
よ
る
討
議
会
「
ま
ち
づ
く
り

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
in
く
み
や
ま
」
が
役
場
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め

の
方
法
に
つ
い
て
活
発
に
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

住
民
討
議
会
は
、
19
歳
以
上
の
住
民
１
，０
０
０
人
を
無

作
為
抽
出
し
、
参
加
承
諾
者
の
中
か
ら
25
人
を
選
出
（
当
日

参
加
者
は
23
人
）。ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
意
見
を
集
約
し
て
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

各
種
の
審
議
会
や
懇
談
会
な
ど
で
は
、
行
政
か
ら
出
席

依
頼
し
た
委
員
や
役
員
な
ど
、
決
ま
っ
た
顔
ぶ
れ
が
多
く
な

る
の
に
対
し
、
住
民
討
議
会
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
主
婦
な

ど
、
日
ご
ろ
意
見
を
表
明
す
る
機
会
が
少
な
い
人
た
ち
の
考

え
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

3
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、「
久
御
山
町
を
よ
り
魅

力
あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
」
が
テ
ー
マ
。
23
人
の
参
加
者

は
4
班
に
分
か
れ
て
、
自
己
紹
介
の
後
、
進
行
役
、
記
録

係
、
発
表
者
の
役
割
を
決
め
て
討
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
参
加
者
が
思
い
つ
く
町
の
魅
力
」
に
つ
い
て
意
見

を
出
し
合
い
ま
し
た
。
昼
食
を
挟
ん
で
午
後
か
ら
、「
魅
力
を

感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
ア
イ
デ
ア
」、「
住
民
と
行
政
と
の
協

働
で
で
き
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
、
最
後
に
班
ご
と
に
提
言
と
し
て
ま
と
め
て
、
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

■
1
班
の
提
言 

　

体
験
農
業
で
農
産
物
Ｐ
Ｒ
を

　

農
作
物
や
企
業
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
な
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
が
自
慢
で
き
る
こ
と
は
、
農
作
物
。
農
家
の
協
力
を
得

て
体
験
農
業
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
久
御
山
町
産
の

九
条
ネ
ギ
や
淀
大
根
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら

な
い
人
も
多
い
の
で
、
体
験
農
業
を
通
し
て
久
御
山
町
産
で

あ
る
こ
と
を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

▲１班▼２班▼４班 ▲３班

まちづくりディスカッション in くみやま

「町の魅力」を掘り起こす
住民による活発な討議
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ま
た
、
こ
の
こ
と
を
発
信
す
る
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
は
必
要
不
可
欠
。
高
齢
者
で
も
分
か
り
や
す
く
、
検
索
し

や
す
い
よ
う
に
し
、
使
い
方
の
教
室
な
ど
を
開
催
し
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
町
内
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
見
学
や
、
魅
力
あ
る

企
業
が
多
い
ま
ち
を
う
ま
く
発
信
し
て
は
ど
う
か
、
と
い
っ

た
意
見
や
、
魅
力
を
発
信
す
る
施
設
で
あ
る
「
ま
ち
の
駅 

ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
を
も
っ
と
活
用
し
、
み
ん
な
が
入
り

や
す
い
施
設
に
す
る
こ
と
が
必
要
、
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

■
2
班
の
提
言 

　

ク
ロ
ス
ピ
ア
に
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
整
備
を

　

気
軽
に
町
内
を
自
転
車
で
回
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ク
ロ
ス
ピ
ア
を
も
っ
と
活
用
す
る
た
め
、
こ
こ
を
拠
点
と

し
た
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
整
備
し
、
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
。
観
光
地
と
な
る
町
内
の
地
域
住
民
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て
案
内
し
て
も
ら
っ
た
り
、
駐
輪
場
を

提
供
し
て
も
ら
う
な
ど
、
観
光
地
と
し
て
の
自
覚
を
各
々
で

持
っ
て
も
ら
う
。
ま
た
、
町
内
企
業
の
工
場
見
学
の
予
約
や

紹
介
を
ク
ロ
ス
ピ
ア
で
で
き
る
よ
う
に
集
約
し
、
試
食
や
試

飲
も
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
ク
ロ
ス
ピ

ア
に
人
が
集
ま
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
、
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
農
産
物
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
Ｂ
級
グ
ル

メ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、
久
御
山
大
根
や
久
御
山

小
松
菜
と
い
っ
た
「
久
御
山
○
○
」
の
名
称
の
農
産
物
を
作

る
、
と
い
っ
た
意
見
が
出
ま
し
た
。

■
3
班
の
提
言 

　

定
期
的
な
意
見
交
流
の
場
を

　

若
い
人
達
が
住
み
た
い
と
思
う
よ
う
な
ま
ち
に
す
る
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
ご
と
に
具
体
的
に
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
意
見

交
流
の
場
を
、
２
、
３
か
月
に
1
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
定
期

的
に
設
定
す
る
。
交
流
の
場
で
の
意
見
交
換
で
、
地
域
の
声

を
拾
い
上
げ
、
住
み
や
す
い
よ
う
に
ま
ち
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
が
魅
力
あ
る
ま
ち
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
を
も
っ
と
活
用
す
る
た
め
、
高
速
バ

ス
の
発
着
場
と
し
て
使
用
し
、
人
が
集
ま
る
よ
う
に
し
て
、

町
内
企
業
の
展
示
品
を
今
よ
り
も
見
や
す
い
よ
う
に
設
置

し
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　

他
に
も
、
島
田
に
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
活

用
し
、
夏
祭
り
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
そ
こ
で
、

町
外
か
ら
人
が
来
や
す
い
よ
う
な
ま
ち
を
Ｐ
Ｒ
す
る
、
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
4
班
の
提
言 

　

ク
ロ
ス
ピ
ア
へ
の
集
客
や
、
地
元
農
産
物
の 

　

レ
ス
ト
ラ
ン
を

　

人
が
集
ま
る
と
車
が
増
え
る
と
考
え
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
周
辺

を
活
用
し
た
駐
車
場
整
備
な
ど
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
に
は
鉄
道
が
無
い
た
め
、
車
が
無
い
と
移
動
し
づ
ら

い
。
人
を
集
め
る
と
な
る
と
、
必
然
的
に
車
の
流
入
量
が
増

え
る
。
そ
こ
で
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
周
辺
に
駐
車
場
を
整
備
し
、

そ
こ
を
拠
点
と
し
た
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
。
町
内
に
来
る

人
や
、
通
勤
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
ク
ロ
ス
ピ
ア

に
人
を
集
め
る
、
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
い
し
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
所
に
人
は
集
ま
る

と
思
う
の
で
、
お
店
と
協
力
し
て
地
元
の
農
産
物
を
使
っ
た

レ
ス
ト
ラ
ン
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
。

　

ほ
か
に
も
、
野
鳥
や
田
園
風
景
の
写
真
撮
影
を
す
る
人
た

ち
が
来
て
い
る
。
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
そ

の
人
た
ち
に
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か
、
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

★

 

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

▽
参
加
さ
れ
た
人
に
感
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
23
人
中
22

人
か
ら
「
良
か
っ
た
」
と
お
答
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主

な
意
見
と
し
て
、

・
思
っ
た
よ
り
も
活
発
で
有
益
な
話
し
合
い
が
で
き
た
。

・
色
々
な
人
と
話
す
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。

・
も
っ
と
若
い
人
に
も
参
加
を
。

▽
「
自
由
意
見
」
か
ら
、

・�

実
現
に
向
け
、一
つ
一
つ
の
課
題
を
話
し
合
う
場
が
必
要
。

・
今
後
も
継
続
し
て
ほ
し
い
。

・
ど
の
よ
う
に
行
政
に
活
か
さ
れ
た
の
か
伝
え
て
ほ
し
い
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
in
く
み
や
ま
」
の
詳

し
い
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
総
務
課

「第５次総合計画」と「総合戦略」の 
パブリックコメント 
ご意見・ご提言をお寄せください

　町では、平成28年度からの
新たなまちづくりの指針となる
「第５次総合計画」と、政府が
人口減少に歯止めをかけるた
め、全国の自治体に呼びかけて
いる「地方版総合戦略」の策定
を進めています。
　この二つの計画案について、
ご意見やご提言をいただくた
め、「パブリックコメント（意見
募集）」を行います。
　計画案の概要と意見募集用紙
は、11月９日頃に各世帯に配布す
る予定です。ぜひご覧いただき、
ご意見やご提言をお寄せくださ
い。
　お寄せいただいたご意見など
は、計画への対応や、考え方を
町ホームページ等で公表してい
くこととしています。
　意見募集期間／ 11月９日㈪
～ 30日㈪=必着=　問合せ／行
財政課

おしらせ
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平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
の
町
職
員
の
給
与
や
勤

務
条
件
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、こ
こ
に
掲
載
し
た
給
与
な
ど
は
、す
べ
て
税
金

や
各
種
保
険
料
な
ど
を
差
し
引
く
前
の
金
額
で
あ

り
、手
取
り
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
項
目
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
総
務
課

お
知
ら
せ
し
ま
す

町
職
員
の
給
与
・

勤
務
条
件

（1）職員人件費の状況（平成26年度一般会計決算額=見込=）

（6）ラスパイレス指数
　 　　　（各年度4月1日現在）

（7）一般行政職の級別職員数の状況（平成27年4月現在。職員合計100人）

（4）一般行政職の初任給（平成27年4月現在）

（5）一般行政職の経験年数別給料（平成27年4月現在）

　人件費には、一般職に支払う給料、手当、特別職（町長、町議会議員など）に支払う給料、報
酬、手当のほか、共済費などの使用者に係る負担金も含まれています。 なお、嘱託員・臨時職員に
支払う賃金は、人件費には含まれていません。

　初任給は、卒業後直ちに採用された場合の給料額です。

本町の給与条例に基づく給料表の級別・役職別の職員数です。

　ラスパイレス指数は、地方公共団
体の職員構成（学歴別、経験年数
別）が国と同一であるとしたとき、国
の給料額を100として求められる数
値です。なお、（参考値）は、国家
公務員の時限的な（２年間）給与改
定・臨時特例法による措置が無い
とした場合の値です。

住民基本台帳人口
平成27年3月31日現在

歳出総額
（Ａ） 実質収支額 人件費

（Ｂ）
人件費比率

（Ｂ）／（Ａ）
（参考）
25年度

16,362人 6,522,521千円 226,530千円 1,804,312千円 27.7% 28.0%

（2）職員給与費の内訳（平成26年度一般会計決算額=見込=）

　給与費は、一般職の職員の金額で、共済費、退職手当組合負担金は含まれていません。
その他の手当とは、扶養・地域・通勤・住居・管理職・特殊勤務・時間外勤務等の手当であり、
職員全員には支給されない手当も含んでいます。

区分 給料 期末・勤勉手当 その他の手当 計

決算額 729,275千円 274,217千円 186,473千円 1,189,965千円

割　合 61.3% 23.0% 15.7% 100%

1人当たり 3,185千円 1,197千円 814千円 5,196千円

（3）職員の平均給料月額、平均給与月額、平均年齢（平成27年4月現在）

　給料とは、扶養手当などの諸手当を含まないものです。給与は給料と諸手当の合計額です。

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料 平均給与 平均年齢 平均給料 平均給与 平均年齢

久御山町 302,226円 382,245円 40.7歳 309,294円 366,650円 44.7歳

国 334,283円 408,996円 43.5歳 289,141円 328,318円 50.2歳

区分 久御山町 国
初任給 2年経過後 初任給 2年経過後

大学卒 174,200円 186,100円 本町と同じ 本町と同じ
高校卒 142,100円 150,500円 〃 〃

年　度 25 26
指　数 104.9

（96.9）
98.3

（参考値）

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年
大学卒 242,200円 303,100円 343,700円
高校卒 207,200円 242,200円 303,100円

30.0％

20.0％

10.0％

0.0％

12.0％

28.0％

10.0％
14.0％

19.0％
13.0％

4.0％

12人
主事補
1級

28人
主事
2級

10人
主査・主任
3級

14人
係長、総括主査・主任

4級

19人
課長補佐
5級

13人
課長
6級

4人
部長
7級
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（8）退職手当の状況（平成27年4月現在）

（9）期末・勤勉手当（ボーナス）の支給割合（平成26年度）（12）部門別職員数の状況（各年度 4月1日現在）

（13）職員の勤務時間、休暇の状況

（10）‌�その他の手当の状況（地域、特殊勤務、時間外手当は平成26年度。そ
れ以外は平成27年4月現在）

（11）特別職の報酬等の状況（平成27年度）

　本町の早期退職者募集制度は、勤続20年以上で、年齢50歳以上59歳以下の職員を対象とする制度です。退職手当には、退職
時の給料をもとに退職理由と勤続年数、基礎在職期間において職員が属していた職務の級によって支給額を算出します。1人当たり
の平均支給額は、平成26年度中に退職した職員の平均支給額です。

区　　　分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額 その他の
加算措置

1人当たりの
平均支給額

平　　均
勤続年数

久御山町
自己 都 合 20.4450月分 29.1450月分 41.3250月分 49.5900月分 定年前早期退職

特別措置（1年に
つき3％加算）

4,881千円 8.06年
定年・勧奨 25.55625月分 34.5825月分 49.5900月分 49.5900月分 23,006千円 37.53年

国 自己 都 合
定年・勧奨 本町と同じ 公表していない

区分
久御山町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
6月 1.225月分 0.75月分 本町と同じ 成績率

（150/100 ～ 0）12月 1.375月分 0.75月分 〃
計 2.60月分 1.50月分 〃

区　　分 内　　　　　容 支給実績 支給1人当たり
平均支給額

地域手当
給料及び扶養手当の月額の合
計額に4％を乗じた額。支給対
象職員数は全職員（229人）。

30,366千円 132,603円／年

特 殊
勤務手当

消防業務手当、塵芥収集手当
など6種類。 支給職員の割合
は18.75％。

14,893千円 330,956円／年

時 間 外
勤務手当

正規の勤務時間を超えて勤務し
た全時間に対して規則で定める
割合で支給

41,403千円 246,446円／年

扶養手当

扶養親族である配偶者 13,000円／月
配偶者以外の扶養親族1人につき 6,500円／月
ただし、配偶者がいない場合、そのうち1人 11,000円／月
16歳から22歳までの子 5,000円加算／月

住居手当 借家に居住する職員に家賃額
に応じて支給 最高27,000円／月

通勤手当
通勤距離が片道１㎞以上である職員に支給
・交通機関利用者…運賃相当額。限度額55,000円
・�自動車等の利用者…通勤距離の応じて支給。2㎞未満3,000

円。2㎞以上3㎞未満は6,000円。3㎞以上は距離に応じて加算。

区分 町長 副町長 区分 議長 副議長 議員

給料月額 800,000円 670,000円 報酬月額 375,000円 310,000円 280,000円

期末手当
6月�1.475月分

期末手当
6月	 1.475月分

12月�1.625月分 12月	 1.625月分
計� 3.10月分 計	 3.10月分

得することができます。
④特別休暇
　職員の結婚や、分娩、忌引きなど個々の事由に該当する場合に、決められた期間を
特別休暇として取得することができます。
⑤介護休暇
　職員が配偶者や父母、子などを介護するため勤務しないことが相当であると認めら
れる場合、連続する6月の期間内で必要と認められる期間、取得することができます。

③病気休暇
　負傷または疾病のため療養する必要があり、そ
の勤務しないことがやむを得ないと認められる場合
に、90日の範囲内で必要と認められる期間を取

①勤務時間の状況
ア．１週間の勤務時間　　38時間45分
イ．基本的な勤務時間

②休暇の状況
ア．年次有給休暇
　1年に20日の年次有給休暇は付与されます。
その年に取得できなかった休暇日数がある場合
は、20日を限度として翌年まで繰り越すことがで
きます。
職員の取得状況（平成26年）

イ．育児休業及び部分休業
　「地方公務員の育児休業に関する法律」により、
3歳に満たない子を養育するために休業する育児
休業制度と、1日の勤務時間の一部について勤務
しないことができる部分休業制度があります。

平成26年度中に新たに取得した職員数

職員数 対前年度
増 減平成26年度 平成27年度

一
般
行
政
部
門

議 会 3 3
総 務 36 36
税 務 14 15 1
民 生 46 47 1
衛 生 17 18 1
農林水産 7 5 ▲ 2
商 工 4 4
土 木 10 12 2
小 計 137 140 3

特

別

行
政
部
門

教 育 43 39 ▲ 4
消 防 39 36 ▲ 3
小 計 82 75 ▲ 7

公
営
企
業
等

会
計
部
門

水 道 9 9
下水道 4 4
国保等 5 6 1
小 計 18 19 1

合　　計 237 234 ▲ 3

区分
部門

開始時刻 終了時刻 休憩時間
8:30 17:15 12：00 ～ 13：00

年間平均取得日数 7.1日

育児休業 3人
部分休業 0人
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今
月
の

  

テ
ー
マ

      

図
書

雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　

図
書
館
で
は
、
町
民
文
化
祭
で
、
古
い
雑

誌
を
無
償
で
お
譲
り
す
る
「
雑
誌
リ
サ
イ
ク

ル
フ
ェ
ア
」
を
出
店
し
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
８
日
㈰　

午
前
10
時
か
ら
（
雑

誌
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）　

場
所
／
中
央
公

民
館
前
中
庭　

問
合
せ
／
図
書
館

読
書
週
間　

特
別
展
示

　

10
月
27
日
～
11
月
９
日
は
「
読
書
週
間
」。

図
書
館
で
は
、「
京
都
の
古
典
文
学
を
め
ぐ

る
」
を
テ
ー
マ

に
、
11
月
８
日
㈰

ま
で
特
別
展
示
し

て
い
ま
す
。

�

問
合
せ
／
図
書
館

紅
葉
を
楽
し
む
ウ
ォ
ー
ク　

　
　
　
　
　
　

   

歩
こ
う
会   

　

日
時
／
11
月
28
日

㈯　

午
前
９
時
近
鉄

大
久
保
駅
集
合
。
雨

天
の
場
合
11
月
29
日�

㈰　

行
先
／
金
地
院
、�

永
観
堂
、
哲
学
の
道�

（
約
５
㎞
）　

費
用
／
交�

通
費
１
，
１
０
０
円
、
会
員
は
金
地
院
の

拝
観
料
（
４
０
０
円
）
を
当
会
負
担　

持

ち
物
／
弁
当
、
飲
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、�

敷
物
、
ゴ
ミ
袋
な
ど　

申
込
・
問
合
せ
／
同

会
の
安
西
修
二
さ
ん
☎
０
７
７
４（
４
３
）

６
０
３
２

中野のお父さん
北村　薫／著　文藝春秋

　出版社に勤める美希は、難題に
ぶつかるたび国語教師である実家
の父に相談する。文学に精通した
父は明快に答えを導いてくれ…。

まにまに
西　加奈子／著　KADOKAWA

　関西人ならではの率直な言葉で
綴った6年分の日々･音楽･本のこ
と。直木賞受賞後初のエッセイ集。

いっぽんの木のそばで
G・ブライアン・カラス／作　BL出版

　男の子が埋めたどんぐりは立派
なオークへと成長し、200年以上
人間たちの生活を見守ってきた。
ところが大嵐がやってきて…。

ルイージといじわるなへいたいさん
ルイス・スロボドキン／作・絵

　徳間書店

　ルイージは毎週バスで国境を越
えてバイオリン教室に通っている。
車内では毎回荷物検査があり、ル
イージは免除されていたが…。

ア
ー
ト
に
親
し
む

　

今
月
は
、
美
術
館
案
内
と
ア
ー
ト
の

作
品
や
技
法
に
つ
い
て
の
本
な
ど
、｢

ア

ー
ト
鑑
賞｣

を
楽
し
む
た
め
の
お
す
す

め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

 

オ
ス
ス
メ
本

は
じ
め
て
の
ル
ー
ヴ
ル

�
中
野
京
子
／
著　

集
英
社

　

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ｢

モ�

ナ
・
リ
ザ｣

、
ラ
フ
ァ
エ
ロ｢
美
し
き

女
庭
師｣

な
ど
、
著
者
が
厳
選
し
た

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
名
画
39
点
を
詳
細

に
解
説
。

か
わ
い
い
琳
派

三
戸
信
惠
／
著　

東
京
美
術

　

４
０
０
年
前
に
京
都
で
誕
生
し
、
時�

代
や
国
境
を
越
え
て
親
し
ま
れ
て
き
た

琳
派
。｢

か
わ
い
い｣

を
テ
ー
マ
に
琳

派
の
魅
力
を
解
説
す
る
。

ア
ー
ト
と
マ
ッ
ク
ス
　
ゴ
キ
ゲ
ン
な

ゲ
イ
ジ
ュ
ツ

（
児
童
書
）

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ィ
ー
ズ
ナ
ー
／
作

　

江
國
香
織
／
訳　

Ｂ
Ｌ
出
版

　

ア
ー
サ
ー
が
絵
を
描
い
て
い
る
の
を

見
て
、
自
分
も
描
き
た
い
と
思
っ
た
マ

ッ
ク
ス
は
、
な
ん
と
ア
ー
サ
ー
に
…
!?

い
ろ
い
ろ
い
ろ
の
ほ
ん�

（
児
童
書
）

エ
ル
ヴ
ェ
・
テ
ュ
レ
／
作

た
に
か
わ
し
ゅ
ん
た
ろ
う
／
訳　

ポ
プ
ラ
社

　

｢

い
ろ｣

を
さ
わ
っ
て
、
な
で
て
、

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
…
!!
色
の
不
思
議

と
楽
し
さ
が
つ
ま
っ
た
絵
本
。

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

新着図書の紹介

31

●

す
で
日
館
休
は

 1 2 3 4 5 6 7

 8 9 10 11 12 13 14

 15 16 17 18 19 20 21

 22 23 24 25 26 27 28

 29 30

日 月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

11月の図書館スケジュール

〈開館時間〉
火〜金曜日：
午前 9時 30分〜

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分〜

午後 5時

2015年読書週間標語
「いつだって読書日和」
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幡
市
在
住
で
、
自
閉
症
の
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真

家
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
米
田
さ
ん

の
数
あ
る
写
真
の
中
で
、「
空
」
を
撮
影
し
た

も
の
が
特
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
会

場
で
写
真
の
展
示
も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。
当
日
は
保
育
ル
ー

ム
を
開
設
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
発
達
障
害

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
12
月
８

日
㈫　

午
後
１
時

～
３
時
30
分　

場

所
／
役
場
５
階
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ

ー
ル　

申
込
・
問

合
せ
／
事
前
申
込

は
不
要
で
す
が
、

�

映
画
「
ぼ
く
は
写
真
で
世
界
と
つ
な
が
る
」

　
　
　

～
発
達
障
害
を
生
き
る
と
は
～

　

発
達
障
害
を
テ
ー
マ
と
し
た
映
画
「
ぼ

く
は
写
真
で
世
界
と
つ
な
が
る 

～
米
田
祐

二
22
歳
～
」
の
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

映
画
の
主
人
公 

米
田
祐
二
さ
ん
は
、
八

�

第
２
部
「
ひ
ま
わ
り
～
沖
縄
は
忘
れ
な
い 

あ
の
日
の
空
を
～
」
上
映

　

戦
争
で
尊

い
生
命
を
失

わ
れ
た
戦
没�

者
を
追
悼
し
、�

永
遠
の
平
和

へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、
戦
没
者
追

悼
式
を
行
い
ま
す
。

　

第
１
部
は
追
悼
式
典
を
、
第
２
部
で
は
、

56
年
前
に
起
こ
っ
た
実
際
の
事
件
を
元
に
、

今
の
日
本
に
「
平
和
と
は
何
か
」
を
問
う
感

動
作 

映
画
「
ひ
ま
わ
り
～
沖
縄
は
忘
れ
な

い
あ
の
日
の
空
を
～
」
を
上
映
し
ま
す
。

　

戦
没
者
の
ご
遺
族
だ
け
で
な
く
、
一
般
の

人
も
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
へ
は
、
左
表
の
と
お
り
臨
時
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
11
月
20
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時　

会
場
／
中
央
公
民
館
。
服
装
は
平
服
で
お
越

し
く
だ
さ
い　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

保
育
ル
ー
ム
を
利
用
希
望
の
場
合
は
、
電
話

で
住
民
福
祉
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

�

京
都
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
５
見
学　

  

省
エ
ネ
対
策
学
習
会  

　

町
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
く
た
め
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、｢

京
都
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ｣

と｢

京�

エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー｣

を
見
学
し
て
、

省
エ
ネ
対
策
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

　

日
時
／
12
月
12
日
㈯　

午
前
９
時
～
午
後

４
時
頃　

集
合
／
午
前
９
時
中
央
公
民
館
前

ま
た
は
、
午
前
９
時
15
分
総
合
体
育
館
前　

場
所
と
内
容
／
京
都
府
総
合
見
本
市
会
館
京�

都
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ
で｢

京
都
環
境
フ
ェ
ス
テ�

ィ
バ
ル
２
０
１
５｣

見
学
、
京
エ
コ
ロ
ジ
ー�

セ
ン
タ
ー
施
設
見
学
（
い
ず
れ
も
京
都
市
伏

見
区
）　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、

在
学
の
人
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

定
員
／
先
着
20
人　

持
ち
物
／
筆
記
用
具　

費
用
／
無
料
（
昼
食
は
各
自
用
意
）　

申
込

・
問
合
せ
／
11
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮
に
環
境

保
全
課
へ
。
電
話
可

ク
ロ
ス
ピ
ア
で
農
産
物
「
福
菜
市
」

　

山
城
地
域
の
障
害
者
就

労
支
援
事
業
所
な
ど
が
、

合
同
で
野
菜
な
ど
の
直
売

会
「
福
菜
市
」
を
、
毎
月

第
２
土
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
14
日
㈯　

午
前
11
時
～
午
後

３
時　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま　

販

売
商
品
／
季
節
の
野
菜
、
加
工
品
、
焼
き
菓

子
ほ
か　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

福
祉
室
☎
０
７
７
４
（
２
１
）
２
１
９
３

ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関

係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
申
込
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

日
時
／
11
月
10
日
㈫　

午
前
10
時
～
11

時
30
分　

場
所
／
御
牧
・
佐

山
・
宮
ノ
後
保
育
所　

内
容

／
園
庭
開
放　

対
象
／
町
内

在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者　

持
ち
物
／
着
替
え
・
水

筒　

問
合
せ
／
各
保
育
所

11
月
20
日
㈮ 

戦
没
者
追
悼
式　
●
ど
な
た
で
も
ご
来
場
い
た
だ
け
ま
す

■追悼式送迎バス　発車時刻と場所
号車 発車時刻 場　　　所

1

11:59 下津屋バス停（東向き）
12:00 下津屋口バス停（東向き）
12:03 佐山バス停（東向き）
12:04 佐山東代バス停（東向き）
12:05 久御山団地口バス停（東向き）
12:06 林バス停（東向き）
12:11 新成田バス停（西向き）
12:12 栄町バス停（西向き）
12:14 西栄町バス停（西向き）
12:16 久御山団地バス停ロータリー
12:18 佐山小学校東
12:19 佐山小学校前（西向き）
12:23 市田（寿工芸前）
12:28 東一口橋南西（ローソン北側）
12:29 前川橋バス停
12:30 排水機場前バス停
12:31 西一口バス停
12:33 相島西バス停

2

12:18 村東バス停（西向き）
12:20 御牧バス停（西向き）
12:22 坊之池バス停（西向き）
12:24 中島バス停（北向き）
12:26 相島北バス停（北向き）
12:32 大橋辺公民館前
12:35 北川顔バス停（東向き）
12:37 藤和田バス停（東向き））

※�1号車は町の「中型バス」、2号車は町
の「マイクロバス」で送迎します。

インフォメーション
nformation

まちの
耳寄
り情
報局
♪

201511November

催
し
・
募
集
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�

ひ
と
り
親
家
庭
を
応
援
す
る

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
や
親
が
、
気
軽

に
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
を
設
け
て
、

遊
び
や
学
習
、
ご
飯
づ
く
り
な
ど
を
し
て
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
応
援
を
し
ま
す
。
都
合
の

良
い
時
間
か
ら
の
出
席
で
も
結
構
で
す
。

　

日
程
／
左
表　

対
象
／
町
内
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

定
員
／
10

人　

参
加
費
／
無
料
。
た
だ
し
、
夕
食
材
料

費
１
０
０
円　

申
込
・
問
合
せ
／
開
催
日

の
２
日
前
ま
で
に
町
母
子
寡
婦
（
さ
つ
き
）

会 

南
る
り
江
さ
ん
☎
０
７
７
４
（
４
５
）

０
２
８
４
（
午
後
６
時
～
９
時
）
へ
。

お
も
ち
ゃ
病
院
（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
で
は
、
子
ど
も

の
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
14
日
㈯ 

午
前
10
時
～
正
午�

（
修
理
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）　

場
所
／

ゆ
う
ホ
ー
ル　

修
理
費
／
無
料
。
部
品
交
換

は
要
実
費　

申
込
／
予
約
不
要
。
当
日
会
場

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い　

そ
の
他
／
も
の
に
よ

り
修
理
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
使
わ

な
く
な
っ
た
動
く
お
も
ち
ゃ
の
寄
附
を
お
受

け
し
て
い
ま
す　

問
合
せ
／
同
協
議
会

�「
み
ん
な
で
楽
し
む
認
知
症

予
防
ゲ
ー
ム
」
講
座

　

高
齢
者
が
楽
し
む
だ
け

で
は
な
く
、
脳
活
性
化
ゲ

ー
ム
と
い
わ
れ
る
も
の

で
、
頭
と
体
を
同
時
に
使
う
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

日
時
・
内
容
／
左
表　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー

ル
２
階
交
流
ホ
ー
ル　

講
師
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

認
知
症
予
防
ネ
ッ
ト 

中
村
都
子
さ
ん　

対

象
／
サ
ロ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心

の
あ
る
人
な
ど　

定
員
／
30
人　

参
加
費
／

無
料
。
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い　

申
込
／
11
月
13
日
㈮
ま
で
に
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
。
５
回
受
講
者
に
は
修
了
証
を

お
渡
し
し
ま
す
。

老
い
の
不
安
解
消
を　

  

終
活
セ
ミ
ナ
ー  

　

高
齢
者
世
帯
や
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
の
人

か
ら
、
今
後
の
生
活
や
相
続
な
ど
の
相
談
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
老
い
に
つ
い

て
の
不
安
を
少
し
で
も
解
消
す
る
こ
と
を
目

的
に
「
終
活
セ
ミ
ナ
ー
」
を
２
回
シ
リ
ー
ズ

で
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
24
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　

※
２
回
目
の
日
時
未
定　

場
所

／
中
央
公
民
館　

講
師
／
は
あ
と
メ
ー
ル
住

田
正
則
行
政
書
士　

内
容
／
１
回
目
：
終
活

に
つ
い
て
の
概
要
説
明
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ

ー
ト
に
つ
い
て
。
無
料
相
談
会
も
実
施
し
ま

す　

２
回
目
：
内
容
未
定　

問
合
せ
・
申
込

／
11
月
13
日
㈮
ま
で
に
同
協
議
会
へ

き
て
・
み
て
・
議
会

　

町
議
会
で
は
、
町
民
文
化
祭
に
あ
わ
せ
て
、�

本
会
議
場
や
委
員
会
室
を
開
放
し
ま
す
。

　

議
員
が
案
内
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
、�

ご
見
学
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
11
月
７
日
㈯　

午
前
11
時
～
午
後

２
時　

場
所
／
議
会
棟
４
階　

問
合
せ
／
議

会
事
務
局

�

ク
ロ
ス
ピ
ア
で

会
社
説
明
会
（
求
人
説
明
会
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
治
と
連
携
し
て
、「
求
人

を
希
望
す
る
事
業
所
」
と
「
働
き
た
い
人
」

と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
会
社
説
明
会
（
求
人

説
明
会
）
を
、
毎
月
第
３
水
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
参
加
企
業
は
、
㈱
ス
リ
ー
エ
ス

フ
ー
ズ
（
パ
ン
製
造
業
）、
フ
ジ
モ
ト
運
輸

㈱
（
一
般
貨
物
運
輸
業
）、
㈱
松
風
プ
ロ
ダ

ク
ツ
京
都
（
歯
科
材
料
等
製
造
業
）、
㈱

ジ
ョ
イ
ア
ス
・
フ
ー
ズ
京
都
工
場
（
食
品
製

造
業
）
の
４
社
で
す
。

　

日
時
／
11
月
18
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
２
階　

問
合

せ
／
産
業
課

新築移転新築移転

区分 水曜開催 金曜開催

月日

11月4日、
11日、18日、�
25日、
12月2日、
9日

11月6日、
13日、20日、
27日、
12月4日、
11日

時間 午後4時30分～ 8時30分

場所 ほっとハウス「チエさん」

内容 遊び、学習サポート、夕
食づくり

ほっとハウス「チエさん」は、ゆうホー
ル角の信号のある交差点を北へ約50㍍

月日 時間 内容
11月19日

㈭
午前９時30分
～正午

認知症予防ゲ
ームとは

11月27日
㈮

午後１時30分
～４時

優しさシャワ
ー

12月 １日
㈫

午前９時30分
～正午

予防ゲームの
効果

12月 ８日
㈫

午後１時30分
～４時

道具を作って
みましょう

12月15日
㈫

午後１時30分
～４時

模擬教室をや
ってみよう
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力
い
た
だ
け
る
人
は
、
電
話
で
、
く
み
や
ま�

マ
ラ
ソ
ン
実
施
委
員
会
事
務
局
☎
０
７
７�

４
（
４
４
）
２
２
０
５
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。臨

時
保
育
士
・
給
食
調
理
員
を
募
集

　

町
で
は
、
次
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
保
育
士

　

雇
用
期
間
／
採
用
日
～
平
成
28
年
３
月
31

日
（
期
間
は
応
相
談
）　

対
象
／
18
歳
以
上
で

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
の
教
室
＆

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

　

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

申

込
／
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参
の�

上
、
実
施
す
る
会
館
・
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
不
可
）　

問
合
せ
／
府
立

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
・
城
南
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
（
宇
治
市
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒�

21
‐
８
）　

☎
０
７
７
４
（
４
６
）
０
６
８
８
、�

０
７
８
０

�

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

来
年
１
月
31
日
㈰
開

催
の
「
第
26
回
く
み
や

ま
マ
ラ
ソ
ン
」
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
運
営
の
「
カ
ナ
メ
」
と
し
て
、
走

路
監
察
・
給
水
・
会
場
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

選
手
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
？　

ご
協

保
育
士
資
格
を
有
す
る
人　

賃
金
／
時
給
１
，

０
０
０
円　

勤
務
時
間
等
／
月
～
金
曜
日
。
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時　

勤
務
場
所
／
御
牧

・
佐
山
・
宮
ノ
後
の
各
保
育
所　

募
集
人
員
／

各
保
育
所
若
干
名　

申
込
・
問
合
せ
／
履
歴

書
（
市
販
）
に
写
真
を
貼
付
し
、
い
ず
れ
か
の

保
育
所
へ
。
面
接
日
は
調
整
し
ま
す
。

■�

小
学
校
給
食
調
理
員
（
常
勤
調
理
員
の
休

暇
時
に
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

　

勤
務
場
所
／
御
牧
小
学
校
ま
た
は
東
角
小

学
校　

勤
務
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
（
月
～
金
曜
日
の
う
ち
週
２
～
３
日
の

勤
務
）　

業
務
内
容
／
小
学
校
給
食
の
下
準

備
、
後
片
付
け
な
ど
給
食
調
理
業
務　

給
与

／
基
本
給
５
，
０
０
０
円
、
時
給
８
５
０

円　

雇
用
期
間
／
採
用
日
～
平
成
28
年
３
月

31
日
（
契
約
更
新
の
可
能
性
あ
り
）　

申
込

・
問
合
せ
／
学
校
教
育
課
へ
。
面
接
日
は
、

調
整
し
て
決
定
し
ま
す
。
面
接
時
に
履
歴

書
（
写
真
貼
付
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

モラロジー生涯学習セミナーのご案内
“心の力＂新発見

元気になる心の使い方を見つけませんか
開催日：12月4日㈮・5日㈯いずれも午後7時から　会場：久御山町中央公民館
主 催：公益財団法人モラロジー研究所　参加費：2,000円
後 援：文部科学省・京都府教育委員会・久御山町・久御山町教育委員会

問合せ先：久御山モラロジー事務所 久御山町坊之池沖ノ内37　勝田安一 方
代表世話人　勝田安一　☎・FAX：075-631-3220　090-3979-4237

城南勤労者福祉会館の教室
講座名 受付開始日 期間（曜日）開講時間 回数 募集定員 受講料等

レッツ・ク
ック教室

11/10
㈫～ 12/10㈭ 13:30～

16:30 １ 16 1,500円

親子クッキ
ング教室

11/19
㈭～ 12/19㈯ 10:00～

13:00 １ 10組 1,500円

城南地域職業訓練センター講座
講座名 受付開始日 期間（曜日）開講時間 回数 募集定員 受講料等

はじめての
インターネ
ット入門

11/14
㈯～

12/14～
12/25

(月・水・金)
9:30～
15:30 4 20 10,000円

（別途要教材費）

介護事務講
座（日曜コ
ース）

11/６
㈮～

12/６～
Ｈ28/２/28

㈰
10:00～
12:30 12 25

20,000円
教材費
9,100円

交
通
安
全
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品

町
民
文
化
祭
で
展
示

　

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
（
田
中
安
太

郎
会
長
）
で
は
、
夏
休
み
に
募
集
し
た
交

通
安
全
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
審
査
会
を
９
月

11
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
応
募
作
品
数

２
８
５
点
の
中
か
ら
、
優
秀
賞
10
点
と
佳

作
20
点
を
選
び
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
の
作
品
は
、
交
通
安
全
啓
発
バ

ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
に
印
刷
し
、
70
歳
以
上

の
高
齢
者
に
贈
る
ほ
か
、
11
月
７
日
㈯
、

８
日
㈰
開
催
の
町
民
文
化
祭
で
展
示
し
ま

す
。
入
選
者
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
敬

称
略
。

■
優
秀
賞

　

▽
御
牧
小
学
校
３
年
・
西
山
煌
聖
、
小

森
颯
良
、
４
年
・
西
村
結
衣　

▽
佐
山
小

学
校
４
年
・
山
本
紗
愛
、
上
坂
陽
菜
、
戸

松
春
菜
、
谷
涼
平　

▽
東
角
小
学
校
３
年

・
森
下
実
結
、
４
年
・
大
橋
勇
斗
、
松
田

裕
鈴

■
佳
作

　

▽
御
牧
小
学
校
３
年
・
野
口
絢
香
、
内

田
悠
暉
、
斎
藤
大
貴
、
山
田
麻
世
、
４

年
・
上
田
祥
幹
、
河
村
美
里
、
堀
池
愛
実　

▽
佐
山
小
学
校
３
年
・
東
晴
丸
、
竹
内
梨

愛
、
西
嶋
隼
勢
、
可
畑
夢
音
、
４
年
・
南

光
翔
樹
、
戸
倉
栞　

▽
東
角
小
学
校
３

年
・
伊
勢
木
莉
乃
、
西
村
琉
生
、
松
井
凰

希
、
４
年
・
四
方
里
月
葉
、
瀧
川
佳
祐
、

豊
田
千
弥
、
松
田
裕
琴

�

問
合
せ
／
都
市
整
備
課

税
に
関
す
る
小
学
生
の
絵
画
展

　

税
を
身
近
に
感
じ
、
税
の
仕
組
み
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
11
月
11

日
～
17
日
ま
で
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」

と
し
て
、
税
務
署
を
中
心
に
税
に
関
す
る

広
報
・
広
聴
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
「
税
金
で
で

き
て
い
る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
小
学
生
の

絵
画
展
を
行
い
ま
す
。
土
・
日
曜
日
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
11
日
㈬
～
17
日
㈫　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時　

場
所
／
役
場
庁

舎
１
階
ロ
ビ
ー　

問
合
せ
／
税
務
課
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町
女
性
消
防
団
員
を
募
集

　

町
女
性
消
防
団
員
の
平
成
28
年
度
か
ら
の

入
団
者
を
募
集
し
ま
す
。
災
害
の
な
い
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
あ
な
た

の
加
入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
資
格
／
町
内
在
住
あ
る
い
は
、
町
内

企
業
等
に
勤
務
す
る
18
歳
以
上
の
健
康
な
女

性
（
長
期
に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
い
た
だ
け

る
お
お
む
ね
50
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
人
）　

募

集
人
員
／
２
人
（
応
募
多
数
の
場
合
、
面
接

等
で
決
定
）　

主
な
活
動
内
容
／
◇
火
災
予

防
、
地
震
防
災
な
ど
の
広
報
啓
発
活
動
◇
消

防
団
・
消
防
署
が
行
う
各
種
行
事
へ
の
参
加

◇
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
宅
へ
の
防
火
訪
問

◇
災
害
発
生
時
に
お
け
る
被
災
者
の
保
護
・

救
護　

待
遇
／
年
間
一
定
額
の
報
酬
、
出
動

手
当
。
制
服
や
作
業
服
の
貸
与
。
表
彰
や
災

害
補
償
、
退
職
報
償
金
な
ど
の
制
度
が
あ
り

ま
す　

受
付
／
申
込
用
紙 

（
町
消
防
本
部
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

11
月
20
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
、
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）
ま
で
に
、
消
防
本
部
へ

提
出
。
郵
送
不
可　

問
合
せ
／
消
防
本
部

自
衛
官
候
補
生
な
ど
募
集

　

種
目
／
①
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）　

②

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
推
薦

・
一
般
）　

対
象
／
①
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
人　

②
推
薦
：
男
子
で
中
卒
（
見
込
含

む
）
17
歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活

動
等
に
顕
著
な
実
績
を
納
め
、
学
校
長
が
推

薦
で
き
る
人　

一
般
：
男
子
で
中
卒
（
見
込

含
む
）
17
歳
未
満
の
人　

受
付
期
間
／
①
年

間
を
通
じ
て
受
付
②
推
薦
：
11
月
１
日
～

12
月
４
日　

一
般
：
11
月
１
日
～
平
成
28

年
１
月
８
日　

受
付
・
問
合
せ
／
宇
治
地�

域
事
務
所
（
宇
治
市
広
野
町
西
裏
71
‐
５�

Ｓ
．Ｃ 

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ 

２
０
２
号
室
）
☎
０
７�

７
４
（
４
４
）
７
１
３
９

�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
に
係
る

事
業
候
補
者
の
募
集

　

町
で
は
「
第
７
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
」
で
、
準
備
・
検
討
を
進
め
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
を
行
う
事
業
候
補
者
の

募
集
を
し
ま
す
。
詳
細
は
、
11
月
９
日
㈪
以

降
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
募
集
要
領
を
掲
載

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

募
集
開
始
／
11
月
９
日
㈪
か
ら　

問
合
せ

／
長
寿
健
康
課

就
学
時
健
康
診
断

　

平
成
28
年
４

月
に
小
学
校
入

学
の
平
成
21
年

４
月
２
日
～
平

成
22
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
を

対
象
に
、
就
学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
、
健
康
診
断
の
通
知
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
届
い
て
い
な
い
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
程
／
御
牧
小
学
校
＝
11
月
16
日
㈪
、
佐

山
小
学
校
＝
11
月
９
日
㈪
、
東
角
小
学
校
＝

11
月
20
日
㈮　

各
校
と
も
午
後
１
時
30
分
か

ら　

問
合
せ
／
学
校
教
育
課

お
し
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の

控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

今
年
１
月
か
ら
12
月
末
日
ま
で
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が

確
定
申
告
や
年
末
調
整
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
家
族
の
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
は
、
納

付
し
た
人
の
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
が
日
本
年
金
機
構
か
ら

11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

初
め
て
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続
き
の

際
に
は
、
こ
の
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん�

ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
（
０�

５
８
）
５
５
５　

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電

話
で
お
か
け
の
場
合
は
☎
０
３
（
６
７
０
０
）

１
１
４
４　

受
付
時
間
／
月
～
金
曜
日
の
午

前
９
時
～
午
後
７
時
、
第
２
土
曜
日
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時　

※
祝
日
、
12
月
29
日
～

１
月
３
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

自
宅
で
口
座
振
替
の
登
録
が
で
き
ま
す

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
口
座
振

替
登
録
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
11
月
９
日
㈪
～
13
日
㈮
ま
で
、

ご
希
望
に
よ
り
ご
自
宅
等
を
訪
問
し
、
口
座

振
替
の
手
続
き
を
す
る
「
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振

替
受
付
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
税
・
料
等
／
町
府
民
税
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健

康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
、
上
下
水
道
料
金
、
保
育
所
保
育

料
、
幼
稚
園
保
育
料　

利
用
で
き
る
金
融
機

関
／
京
都
銀
行
、
京
都
中
央
信
用
金
庫
、
京

都
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

申
込
／
11

月
４
日
㈬
～
６
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
時
に
、
訪
問
日
時
等

の
調
整
を
し
ま
す
。
な
お
、
各
課
の
窓
口
で

は
随
時
受
付
を
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い　

問
合
せ
／
町

府
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽

自
動
車
税
＝
以
上
税
務
課
、
国
民
健
康
保
険

税
＝
国
保
医
療
課
ま
た
は
税
務
課
、
介
護
保

険
料
＝
長
寿
健
康
課
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
＝
国
保
医
療
課
、
上
下
水

道
料
金
＝
上
下
水
道
課
、
保
育

所
保
育
料
、
幼
稚
園
保
育
料
＝

学
校
教
育
課

税金や保険料、保育料、上下水道料金はコンビニエンスストアで納付できます。　※バーコードの印字がない納付書は使用できません。
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

「
無
防
備
な 

心
に
火
災
が 

か
く
れ
ん
ぼ
」

　

11
月
９
日
か
ら

15
日
ま
で
の
７
日

間
、「
秋
季
火
災
予

防
運
動
」
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
は
、

「
無
防
備
な 

心
に
火
災
が 

か
く
れ
ん
ぼ
」

で
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に

当
た
り
、「
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト
」 ― 

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対

策 

― 

で
住
宅
防
火
対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

【
３
つ
の
習
慣
】

　

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
②
ス
ト
ー

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、
人
権
擁
護
相
談
は
、
差

別
や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談

　

日
時
と
場
所
／
11
月
10
日
㈫ 

午
前
10
時

～
午
後
３
時　

役
場
１
階
相
談
室
１

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談

　

日
時
／
11
月
19
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

30
分　

相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
11
月
２
日

㈪
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
６
人

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

相
談

ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置

で
使
用
す
る
③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

【
４
つ
の
対
策
】

　

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
②
寝
具
、
衣
類
及
び

カ
ー
テ
ン
へ
の
引
火
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消

す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

■
11
月
９
日
は
、「
１
１
９
番
の
日
」

　

11
月
９
日
は
、
消
防
に
対
す
る
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
、
防
火
防
災
意
識
の
高
揚
と

地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
の
確
立
を
目
的
と
し

て
、「
１
１
９
番
の
日
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
色
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
19
日
㈭ 

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育
所　

※

電
話
で
の
相
談
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
11
時

～
午
後
４
時
ま
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、
家
庭
の
問
題
、

仕
事
、
対
人
関
係
な
ど
の
相
談
。

　

日
時
／
11
月
10
日
㈫
、
24
日
㈫　

い
ず
れ

も
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

※
面
接
・
電
話

相
談
と
も
前
日
ま
で
に
総
務
課
に
申
込
を
。

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け

ま
す
。

【
消
費
生
活
相
談
】

　

日
時
／
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後

４
時　

場
所
／
役
場
２
階
会
議
室
22

【
く
ら
し
と
し
ご
と
の
相
談
】

　

自
宅
の
電
話
の
そ
ば
に
、
住
所
・
電
話
番

号
や
、
近
く
に
あ
る
大
き
な
目
標
（
学
校
、

店
舗
、
公
園
、
橋
の
名
前
、
バ
ス
停
な
ど
）

を
書
い
た
メ
モ
な
ど
を
準
備
し
て
、
い
つ
で

も
落
ち
着
い
て
１
１
９
番
通
報
が
で
き
る
よ

う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
か
ら
通
報
す
る
場
合
、
近
隣
の

消
防
本
部
へ
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
久
御
山
町
と
伝
え
て
い
た
だ

く
と
町
消
防
本
部
へ
転
送
さ
れ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

車
を
運
転
中
に
通
報
す
る
場
合
は
、
安
全

な
場
所
に
一
旦
停
車
し
て
か
ら
１
１
９
番
を

し
、
災
害
場
所
の
所
在
地
、
目
標
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／
消
防
本
部

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
等
で
困
っ
て
い
た

り
、
生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
悩
み
に
、

相
談
支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
５
日
㈭　

午
前
11
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時　

場
所
／
役
場
１
階

相
談
室　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

綴
喜
分
室
☎
０
７
７
４
（
６
３
）
５
７
４
７

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
11
月
12
日
㈭
、
26
日
㈭ 

午
後
１

時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
に
関
す
る
相
談
】

　
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、
知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、
日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な
（
で
き
な
い
）

人
に
対
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

相
談
で
す
。
電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
12
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
介
護
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
11
月
26
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

電
話
に
よ
る
色
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談
。

　

専
用
電
話
／
０
７
５
（
６
３�

１
）
３
４
２
１　

相
談
時
間
／

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

久御山店　大掃除 キャンペーン

価格は税抜価格です。

電話：0120-637-789 担当：田中 葵

単品でもご利用いただけます。
ご相談事ございましたら、まずお電話下さい。

12月31日まで
（久御山店限定）

キッチンパック
（キッチン＋換気扇）

通常価格 28,500 円 → 26,000 円～

浴室パック
（お風呂＋トイレ＋洗面）

通常価格 28,000 円 → 25,000 円～

↑久御山店HP
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小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室

　

日
時
／
11
月
８
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後

４
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
。
た
だ
し
１
～
２
年
生
は
保
護
者
同

伴　

内
容
／
京
都
市
青
少
年
科
学
セ
ン
タ
ー

へ
行
き
、「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
」

に
参
加　

定
員
／
20
人

パ
ソ
コ
ン
教
室

▼�

こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン
（
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
編
）

　

日
時
／
11
月
11
日
㈬
、

13
日
㈮
、
18
日
㈬
、
20

日
㈮
の
４
回
コ
ー
ス
。
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上

の
人　

内
容
／
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
画
像
の
パ
ソ
コ
ン
へ
の
取
り
込
み
、
活

用
方
法
な
ど　

定
員
／
16
人　

費
用
／
３
，

０
０
０
円

童
謡
を
楽
し
む
会

　

日
時
／
11
月
11
日
㈬
、
25
日
㈬　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／

先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど
を

楽
し
く
歌
い
ま
す　

定
員
／
60
人
。
申
込
不

要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／
資
料
代

の
み
必
要

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

　

日
時
／
11
月
18
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
15
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
映
画
「
黄
色
い

リ
ボ
ン
」
鑑
賞　

定
員
／
25
人
。申
込
不
要
。

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。
費
用
は
11
月
８
日
㈰
ま
で

に
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後

９
時
）
へ
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記

載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。

漢
字
出
直
し
塾

　

日
時
／
11
月
６
日
㈮
、
27
日
㈮　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト

を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、
小
学
校
で
習
う
漢

字
か
ら
も
う
一
度
学
習　

定
員
／
30
人
。
申

込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／

１
０
０
円

�

漢
字
の
達
人
教
室
・

え
ん
ぴ
つ
書
き
方
道
場

　

日
時
／
11
月
７
日
㈯  

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30

分　

対
象
／
町
内
在
住
の

小
学
２
年
生
以
上
（
大
人

の
参
加
可
）　

内
容
／
漢
字
学
習
と
書
写
教

室
を
同
時
並
行
開
催　

定
員
／
20
人

当
日
、
直
接
会
場
へ

小
学
生
工
作
教
室

　

日
時
／
11
月
15
日
㈰　

①
午
前
９
時
～
正

午　

②
午
後
２
時
～
５
時
、
22
日
㈰　

③
午

前
９
時
～
正
午　

④
午
後
２
時
～
５
時　

※

①
～
④
か
ら
選
択
を　

対
象
／
町
内
在
住
の

小
学
生　

内
容
／
木
で
小
さ
い
テ
ー
ブ
ル
を

製
作　

定
員
／
各
８
人　

費
用
／
５
０
０
円

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
時
／
11
月
19
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
脳
の
若
返
り
を　

定
員
／
30
人
。
申
込

不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

植
物
画
を
え
が
く
教
室

　

日
時
／
11
月
14
日
㈯　

午
後
２
時
～
３
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小

学
生
以
上　

内
容
／
植

物
を
観
察
し
、
描
き
ま
す　

定
員
／
10
人

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

　

日
時
／
11
月
29
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学

生
と
保
護
者　

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽

し
く
学
び
ま
す　

定
員
／
20
人

週
末
の
星
空
観
察
会

　

日
時
と
内
容
／
11
月
21
日
㈯　

午
後
６
時

30
分
～
７
時
30
分
、
月
と
秋
の
星
座
を
観

察
。
受
付
は
当
日
の
終
了
時
間
の
30
分
前
ま

で
。
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
中
止　

対
象
／

星
空
に
興
味
の
あ
る
人
。
た
だ
し
、
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴

大
人
木
工
教
室

　

日
時
／
11
月
26
日
㈭　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
自
由
工
作
（
事

前
に
作
品
の
打
合
せ
）　

定
員
／
６
人　

費

用
／
材
料
費

　

�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会

＆
相
談
日

　

日
時
／
11
月
７
日
㈯
・
21
日
㈯
＝
午
前
10

時
～
10
時
40
分
、
11
月
９
日
㈪
・
26
日
㈭
＝

午
後
７
時
～
７
時
40
分
。
い
ず
れ
か
一
日

町
の
施
設

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
催
し

　

申
込
は
11
月
２
日
㈪　

午
前
９
時
か
ら

　
【
休
館
日
】 �毎
週
水
曜
日�

（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

総
合
体
育
館
の
催
し

　

申
込
は
11
月
3
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

　
【
休
館
日
】�
毎
週
月
曜
日
。
23
日
㈪
は

開
館
、
24
日
㈫
は
休
館

創業34年　まごころこめてお手伝い

京都ペット
葬儀社 年中無休

お迎え・個別火葬・納骨供養
日本ペットランド

075‒601‒0009
京都府京都市伏見区向島庚申町42



nformation

くみやままちの総合情報誌  広報 平成27年11月1日21

選
ん
で
く
だ
さ
い　

対
象
／
12
歳
以
上
の

人
（
小
学
生
を
除
く
）　

内
容
／
体
育
館
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方
法
な
ど
機
器
を

利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
講
習
。
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス　

定

員
／
各
先
着
15
人　

費
用
／
５
０
０
円
。
講

習
会
受
講
済
で
相
談
だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料
だ
け
必
要　

そ
の

他
／
顔
写
真
（
2.5 
cm
×
２
cm
）
１
枚
必
要

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

日
時
／
①
11
月
14
日

㈯
、
②
28
日
㈯　

午
前
９

時
～
正
午　

対
象
／
町
内

在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学

の
人　

種
目
／
①
小
学
生

用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
卓
球
、
輪
投
げ
な
ど　

②
小
学
生
用
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
な
ど　

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無

料
で
開
放
。
申
込
不
要

第
２
回
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

　

日
時
／
11
月
15
日
㈰　

午
前
10
時
～
11
時
30

分　

対
象
／
15
歳
以
上

の
人
（
中
学
生
を
除
く
）　

講
師
／
永
井
英

聡
さ
ん　

定
員
／
先
着
30
人　

費
用
／
１
回

３
５
０
円

【
年
末
年
始
の
体
育
施
設
休
館
日
】

　

総
合
体
育
館
、
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
12

月
29
日
㈫
～
１
月
３
日
㈰
ま
で
休
館
と
な
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

年
賀
状
（
毛
筆
）
教
室

　

日
時
／
11
月
17
日

㈫
、
24
日
㈫
の
２
回

コ
ー
ス　

午
前
10
時

～
11
時
30
分　

対
象

／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
毛
筆
で
年

賀
状
の
書
き
方
を
学
び
ま
す　

講
師
／
日
垣

翠
峰
さ
ん　

定
員
／
先
着
20
人　

費
用
／

５
０
０
円　

持
ち
物
／
書
道
道
具
一
式
（
お

持
ち
で
な
い
場
合
は
貸
出
）

染
め
物
教
室

　

日
時
／
11
月
27
日
㈮ 
午
前
10
時
～
午
後

３
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

内
容
／
手
提
げ
袋
を
作
り
ま

す　

講
師
／
一
寺
芙
紗
子
さ
ん　

定
員
／
先

着
15
人　

費
用
／
１
，
０
０
０
円　

持
ち
物

／
裁
縫
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
ゴ
ム
手
袋
、
筆

記
用
具
、
昼
食　

申
込
／
11
月
19
日
㈭
ま
で

�

く
み
や
ま
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ア
タ
ー

親
子
で
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト

　

動
物
た
ち
が
織
り
成
す
「
音
楽
の
絵
本
」

を
上
演
し
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
29
日
㈰　

午
後
２
時
～
３

時
35
分
（
午
後
１
時�

30
分
開
場
）　

入
場 

料
／
子
ど
も
券
４
０�

０
円
（
３
歳
以
上
中

学
生
以
下
） 

大
人
券

８
０
０
円 

フ
ァ
ミ

リ
ー
券
１
，
０
０
０
円
（
大
人
１
人
と
子
ど

も
１
人
） 

※
３
歳
未
満
は
無
料　

入
場
券
販

売
場
所
／
11
月
１
日
㈰
か
ら
中
央
公
民
館
、

ゆ
う
ホ
ー
ル
、
総
合
体
育
館
で
販
売
。
前
売

券
完
売
の
場
合
は
当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
早
め
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い

　

日
時
／
12
月
８
日
㈫　

午
前

10
時
30
分
～
午
後
２
時
40
分　

内
容
／
胡こ

き
ゅ
う弓

（
中
国
二
胡
）
演

奏
、
ゲ
ー
ム
、
昼
食
・
お
や

つ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど　

定
員
／
先
着
90
人　

費
用
／
２
，
０
０
０
円　

申
込
／
11
月
27
日

㈮
ま
で物

作
り
教
室

　

日
時
／
12
月
11
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　

内
容
／
押
絵
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

を
作
り
ま
す　

定
員
／
先
着
20
人　

費
用
／

５
０
０
円

草
花
教
室

　

日
時
／
12
月
16
日
㈬　

午
前
10
時
～
11

時
と
午
後
１
時
～
２
時　

内
容
／
寄
せ
植

え　

定
員
／
各
回
先
着
20
人　

費
用
／
１
，

０
０
０
円

地
域
で
あ
そ
ぼ
う
「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

　

日
時
／
11
月
６
日
㈮
、
20
日
㈮　

午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分　

場
所
／
相
島
公
会
堂

日
曜
開
館

　

日
時
／
11
月
８
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
（
プ
レ
イ
ル
ー
ム

使
用
は
午
前
９
時
～
午

後
４
時
）

親
子
ひ
ろ
ば

　

日
時
／
11
月
13
日
㈮
、
27
日
㈮　

午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室

11
月
の
誕
生
会

　

11
月
生
ま
れ
の
お
友
だ
ち
を
み
ん
な
で
お

祝
い
し
ま
し
ょ
う
。
写
真
入
り
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
11
月
24
日
㈫
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
11
月
26
日
㈭　

午
前
11
時
30
分
か

ら

　

�

申
込
は
11
月
２
日
㈪　

午
前
９
時
か
ら
。

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

(C)SUPERKIDS

　

�

申
込
は
11
月
５
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら

参
加
者
本
人
が
同
苑
へ
。
電
話
可

　
【
休
苑
日
】�

毎
週
日
曜
日
、
祝
日
、�

土
曜
日
の
午
後

　
【
休
館
日
】�

毎
週
日
曜
日
（
第
２
日
曜
日

を
除
く
）、
月
曜
日
・
祝
日

中
央
公
民
館
の
催
し

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

荒
見
苑
の
催
し

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
催
し
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保健予防のコーナー

会場は、保健センター（※はあいあいホール）です。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人
は、必ずご持参ください。� 問合せ／長寿健康課

11月の母子保健
健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容

※乳幼児相談 12日㈭ 午前9時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相談

10か月児健診 16日㈪ 午後1時20分
～1時50分

平成26年12月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育
・栄養などの指導

3～4か月児健診 17日㈫ 午後1時20分
～2時

平成27年7月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育
・栄養などの指導、ブックスタート

パパ＆ママ教室
（第1回） 18日㈬ 午後1時～　

　1時15分 妊婦と家族 妊娠中の過ごし方、プレママ体
操、交流会

1歳8か月児健診 20日㈮ 午後1時20分
～1時40分

平成26年2月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

3歳児健診 27日㈮ 午後1時20分
～2時

平成24年4月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

1歳8か月児健診（10月16日）で
見つけたかわいい笑顔です。

体のコリや冷えを解消
ゆる体操教室
ゆる体操クラブでは、初心者

向けの「ゆる体操教室」を開催
します。
ゆる体操とは、固まった体を

上手にゆるめ、血液や体液の循
環を良くすることで、体のコリ
や冷えを解消し、深い呼吸がで
きるようになる体操です。
簡単に覚えられ、特別な道具

を使わずに体一つで、いつでも
どこでもできます。費用、申込
の必要はありません。直接、会
場へお越しください。
日時／11月14日、28日、12

月12日、平成28年1月23日、2
月13日、27日、3月12日、26日。
いずれも土曜日の①午前9時50
分～ 11時②午後１時30分～ 2
時30分　場所／①は荒見苑、
②はゆうホール　講師／ゆる体
操クラブ会員　
服装／軽装で運
動しやすいもの  
持ち物／バスタ
オル・水分補給
用の飲み物　問
合せ／長寿健康
課

　

子
ど
も
が
誤
っ
て
何
か
を
飲
み
込
ん
だ
と
き
に
は
、

飲
み
込
ん
だ
物
の
種
類
に
よ
っ
て
応
急
手
当
て
の
方
法

が
違
う
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
タ
バ
コ

　

何
も
飲
ま
せ
ず
、
の
ど
の
奥
を
刺
激
し
て
、
す
ぐ
に

吐
か
せ
て
病
院
へ
。
※
た
ば
こ
専
用
電
話 

☎
0
7
2

（
7
2
6
）9
9
2
2
（
無
料　

24
時
間
テ
ー
プ
に
よ
る

情
報
提
供
）

■
大
部
分
の
医
薬
品

　

水
や
牛
乳
を
飲
ま
せ
、
す
ぐ
に
吐
か
せ
て
病
院
へ
。

■�

ナ
フ
タ
リ
ン
・
パ
ラ
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
な
ど
の
防

虫
剤

　

防
虫
剤
は
油
に
溶
け
や
す
く
、
毒
物
の
吸
収
を
早
め

る
の
で
、
牛
乳
は
飲
ま
せ
ず
、
水
を
飲
ま
せ
、
す
ぐ
に

吐
か
せ
て
病
院
へ
。

■�

除
光
液
・
灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン
・
ベ
ン
ジ
ン
な
ど
の
揮

発
性
物
質

　

何
も
飲
ま
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
吐
い
た
物
が
気

管
に
入
り
、
肺
炎
等
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の

で
、
吐
か
せ
ず
病
院
へ
。

■�

ト
イ
レ
用
洗
剤
・
漂
白
剤
な
ど
の
強
酸
性
や
強
ア
ル

カ
リ
性
の
物
質

　

牛
乳
・
卵
白
を
飲
ま
せ
ま
す
。
無
理
に
吐
か
せ
る
と

食
道
な
ど
の
粘
膜
を
痛
め
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
吐
か

せ
ず
病
院
へ
。

■
ボ
タ
ン
電
池

　

何
も
飲
ま
せ
ず
、
吐
か
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
ボ

タ
ン
電
池
は
成
分
が
漏
れ
出
す
こ
と
が
あ
る
の
で
、
す

ぐ
に
病
院
へ
。

「
中
毒
1
1
0
番
」
の
ご
利
用
を

　

応
急
手
当
の
方
法
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、（
公
財
）

日
本
中
毒
情
報
セ
ン
タ
ー
の
「
中
毒
1
1
0
番
」
で
、

中
毒
情
報
の
提
供
や
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

・
大
阪
中
毒
1
1
0
番 

☎
0
7
2（
7
2
7
）2
4
9
9

（
無
料　

24
時
間
3
6
5
日
対
応
）

・
つ
く
ば
中
毒
1
1
0
番 

☎
0
2
9（
8
5
2
）9
9
9
9

（
無
料　

9
時
～
21
時
3
6
5
日
対
応
）

　

※
い
ず
れ
も
通
話
料
は
か
か
り
ま
す
。

誤飲の対応、ここがポイント

急
子どもの

救
アドバイス

No.6
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福
祉
医
療
制
度
は
、
病
院
で
治
療
を
受
け
た

と
き
に
支
払
う
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を

公
費
で
負
担
す
る
制
度
で
す
。

■
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
重
度
の
障
害
が
あ

る
人
が
対
象
で
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
全
額

公
費
で
負
担
し
ま
す
。

　

対
象
／
①
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
1
・
2

級
の
人
②
重
度
の
知
的
障
害
者(
療
育
手
帳
の
判

定
が
Ａ
）
③
身
体
障
害
者
手
帳
の
等

級
が
3
級
で
中
度
の
知
的
障
害
者（
療

育
手
帳
の
判
定
が
Ｂ
）
申
請
／
健
康
保

険
証
、
障
害
の
程
度
を
証
明
す
る
も
の

（
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
な

ど
）、
印
鑑
を
持
参
し
、
国
保
医
療
課

へ
。

■
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
と
子
が
対
象
で
、
医
療
費
の

自
己
負
担
分
を
全
額
公
費
で
負
担
し
ま

す
。

　

対
象
／
①
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
同

居
す
る
子
が
い
る
こ
と
。
若
し
く
は
、

親
の
い
な
い
子
が
い
る
こ
と
②
そ
の
子

が
、
18
歳
未
満（
満
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）
で
あ
る

こ
と
。
ま
た
は
18
歳
以
上
で
高
等
学
校
に
在
籍
中

で
あ
る
こ
と　

申
請
／
健
康
保
険
証
と
印
鑑
、
他

の
福
祉
医
療
を
受
給
し
て
い
る
人
は
そ
の
受
給
者

証
を
持
参
し
、
国
保
医
療
課
へ
。

　

※
い
ず
れ
の
制
度
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
平
成
27
年
1
月
2
日
以
降
に
久
御
山
町
に
住

所
を
移
し
た
人
は
、
前
住
所
地
の
所
得
証
明
書
が

必
要
で
す
。　

問
合
せ
／
国
保
医
療
課

肺
が
ん
・
結
核
検
診

　

町
で
は
、
肺
が
ん
・
結
核
検
診
を
行
い
ま

す
。
職
場
な
ど
で
受
診
す
る
機
会
が
な
い
人

や
、
自
営
業
の
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
７
月
に
す
で
に

受
診
さ
れ
て
い
る
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

対
象
／
肺
が
ん
検
診
は
受
診
時
に
満
40
歳

以
上
の
住
民
、
結
核
検
診
は
受
診
時
に
満
65

歳
以
上
の
住
民　

内
容
／
肺
が
ん
検
診 
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
、
問
診
、
か
く

た
ん
検
査（
問
診
の
結
果
必
要
な
人
）、
結

核
検
診 
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影（
肺
が

ん
検
診
の
フ
ィ
ル
ム
で
読
影
） 

費
用
／
無
料

（
か
く
た
ん
検
査
が
必
要
な
場
合
は
容
器
代

3
0
0
円
が
必
要
） 

持
ち
物
／
受
診
票
、
健

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
家
に
ひ
き
こ
も
り
が
ち
で
心
の

健
康
に
不
安
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
仲
間
と

交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い
た

だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
申
込

不
要
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
11
月
27
日
㈮　

正
午
～
午
後
3

時  

場
所
／
中
央
公
民
館　

内
容
／
カ
ラ
オ

ケ
や
ゲ
ー
ム　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

高
齢
者
の
低
栄
養
・
ロ
コ
モ
・

認
知
症  

予
防
教
室 

　

低
栄
養
・
認
知
症
予
防
の
調
理
実
習
や
、

ロ
コ
モ
チ
ェ
ッ
ク
、
ロ
コ
ト
レ
な
ど
を
と
お

し
て
、
毎
日
を
元
気
に
過
ご
せ
る
工
夫
を
、

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
「
久
味
の
会
」

の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
12
月
１
日
㈫　

午
前
10
時
か
ら  

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室　

対
象

／
町
内
在
住
の
人　

内
容
／
調
理
実
習
な

ど  

献
立
／
「
お
楽
し
み
献
立
」　

定
員
／
先

着
20
人　

費
用
／
1
人
3
0
0
円　

持
ち
物

／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用

具  

申
込
・
問
合
せ
／
11
月
2
日
㈪
～
20
日

㈮
に
長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

　

が
ん
に
関
わ
る
様
々
な
ご
相
談
を
お
受
け

す
る
窓
口
と
し
て
、
京
都
府
山
城
北
保
健
所

で
「
出
張
個
別
相
談
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
10
日
㈫
、
12
月
8
日
㈫  

い

ず
れ
も
午
後
1
時
～
3
時
30
分　

場
所
／

同
保
健
所（
山
城
広
域
振
興
局
宇
治
総
合
庁

舎
内
）　

相
談
員
／
保
健
師
ま
た
は
看
護
師  

相
談
料
／
無
料　

申
込
・
問
合
せ
／
事
前

に
京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

へ（
京
都
市
南
区
）

0
1
2
0（
0
7
8
）

3
9
4  

な
お
、
出
張
相
談
日
以
外
に
、
同

セ
ン
タ
ー
で
電
話
ま
た
は
対
面
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

耳
の
こ
と
な
ん
で
も
相
談

　

聴
力
測
定
、
聞
こ
え
に
関
す
る
相
談
を
言

語
聴
覚
士
が
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
予
約
制
で
す
。

　

日
時
／
11
月
26
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
～

午
後
2
時
30
分
。
一
人
約
１
時
間　

定
員
／

先
着
4
人　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階　

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム　

申
込
／
聴
覚
障
害
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
は
ー
も
に
ぃ
」
へ
。☎

0
7
7
4（
5
5
）5
9
8
1　
FAX
0
7
7
4

（
5
5
）5
9
8
2

康
手
帳（
お
持

ち
の
人
）　

問

合
せ
／
長
寿

健
康
課

ご存じですか　福祉医療制度

■日程
日時 時間 場所

11月25日
㈬

午前9時〜
正午

ゆうホール
駐車場

午後1時30分
～3時

クロスピアく
みやま駐車場

11月26日
㈭

午前9時～
正午

トップワール
ド駐車場（林）

午後1時30分
～3時

中央公民館
東側駐車場
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平成27年9月15日から10月14日までの受付分（敬称略）

地
区
名
　  

夫
の
氏
名
・
妻
の
氏
名

　
森
　	

大

　
正
博
・
大

　
美
佐

　
〃
　	

小
森
　
大
輔
・
小
森
　
紗
季

市
　
田	

大
山
　
裕
也
・
大
山
　
紀
奈

　
〃
　	

豊
崎
　
健
一
・
豊
崎
恵
里
香 す

ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

生
誕
お ご

結
婚

地
区
名	

出
生
児	

父
・
母

大
橋
辺	

南
園
　
泰た
い
き生	

洸
生
・
由
佳
梨

島
　
田	

構
　
花は

な

か
奈
香	

秀
史
・
由
香
里

　
〃	

宮
本
　
栞か
ん
た汰	

彬
広
・
莉
加

野
　
村	

辰
己
　
心こ

こ胡	

勝
夫
・
陽
子

佐
　
山	

井
ノ
元
永と

あ愛	

景
太
・
早
苗

　
〃	

今
村
　
奈な

つ津	

一
誌
紀
・
静

	

〃	

柴
田
幸こ
う
の
す
け

ノ
助	

和
幸
・
真
里

	

〃	

辻
　
　
笑え
み

子こ	

和
志
・
比
子

市
　
田	

片
岡
　
顕け
ん
し
ん信	

尊
顕
・
直
美

	

〃	

宮
野
　
杏あ

む睦	

直
樹
・
真
依
子

　
栄	

 

川
　
優ゆ

な渚	

聡
・
香

皆さんの努力で
今日の発展が

金
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

敬老会でお祝い

▲▼�アトラクションで
楽しい一時

秋本千波さんの歌
謡ショー

町シニアクラブ連合会主催の「第32回輪投げ大会」が
10月7日、役場コンベンションホールで開かれ、会員166
人が輪投げを楽しみながら親睦を深めました。
競技は、3㍍先、4㍍先の的を目掛けて9本の輪を各2回

投じた合計点数を競うもので、誰でも気軽にできる競技で
すが、コントロールと集中力が必要。参加者も「簡単そう
ですが、難しいです」と苦笑い。１投ごとに「よし、入っ
た」「ああ惜しい」などと歓声が上がっていました。
優勝は山中史郎さん（個人会員）、準優勝・澤田眞一さん

（老友会）、3位・鷲見治男さん（栄楽会）でした。

9月29日、70歳以上の人の長寿
をお祝いする町の「敬老会」が中央
公民館で行われました。
今年は、昭和21年12月31日以前

生まれの人が対象で、約400人が
来場。第1部の式典では、信貴町長
が「先人の英知を結集し惜しまぬ努
力により、今日の発展があることは
本当に感慨深いものです」と式辞を
述べた後、喜寿や米寿、金婚などの
出席者にお祝いの品が贈呈されまし
た。
第2部では、秋本千波さんの歌謡

ショーや、ゼンジー北京さんのコミ
ック手品などが行われ、会場は歓声
や笑い声に包まれていました。

1投ごとに歓声

３㍍先の的を目がけて輪を投じる

「喜寿」や「米寿」などの特別高齢者に信貴町長からお祝い

シニアクラブ輪投げ大会

ゼ
ン
ジ
ー
北
京
さ
ん
の
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
に
会
場
か
ら
出
演
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わがやの

まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。

野菜マイスターであり、自ら町特産淀大根などを栽培
する内田裕夫さん（東一口）による講演「私の作る京野菜」
が、9月13日、ゆうホールで開かれました。
町と京都府女性の船「ステップあけぼの」宇城久支部

が、男女共同参画セミナーとして合同開催したもので、住
民ら57人が参加し、地産地消の大切さや野菜のおいしい
食べ方などを学びました。イチジクを混ぜ合わせた焼肉の
実演試食や、野菜の育て方など多くの質問もあり、参加者
は「地元の野菜を食べて元気に過ごしたい」と好評でした。

町社会福祉協議会主催の子育てフェスティバルが、10
月17日、中央公民館で行われ、20組57人の親子連れが
来場しました。同協議会では、子育て中の保護者のリフレ
ッシュの場として毎月サロンを開催しています。
この日は、子育て支援サークル「さくらんぼ」などの協
力で、巨大絵本の読み聞かせや焼きそば、焼き芋などの模
擬店、輪投げやヨーヨー釣りなどのゲームコーナーが設け
られ、来場した親子が楽しい一時を過ごしていました。

高齢者の交流と親睦を目的に毎年行われている、町社会
福祉協議会の高齢者世帯交流会が、9月18日、役場コン
ベンションホールで開催されました。
午前中のスローイングビンゴでは、狙いどおりに投げら

れると、参加者から、「やったー」「すごーい」などの歓声が
上がっていました。ボランティア手作りの昼食の後は、渚
家六丸さんによる落語や、南京玉すだれなどで50人の参
加者は楽しい一時を過ごし、親睦を深めていました。

地元野菜食べて元気に

模擬店やゲームを楽しむ

イ
チ
ジ
ク
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
焼
肉
の
実
演
。

左
は
野
菜
マ
イ
ス
タ
ー
の
内
田
さ
ん

野菜マイスターが講演

子育てフェスティバル

小
林
　
陽ひ
よ
り和

・
紡つ
む
ぎち

ゃ
ん

松
井
妃き
は
ね羽
・
光こ
う
し
ろ
う

士
朗
・
海か
い
と都

ち
ゃ
ん

冨
田
　
め
い
子こ

ち
ゃ
ん

2
人
の
笑
顔
が
癒
し
で
す
。姉
妹
仲
良
く
元

気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
。

い
つ
も
元
気
な
3
人
♡
こ
れ
か
ら
も
姉
弟

仲
良
く
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ネ
！

め
い
ち
ゃ
ん
の
成
長
の
一
つ
ひ
と
つ
が
み

ん
な
の
喜
び
で
す
。あ
り
が
と
う
♡

（
7
歳
・
7
か
月
）（

1
歳
1
か
月
）

（
5
歳
・
3
歳
・
11
か
月
）

楽しい一時、親睦を深める

「南京玉すだれ」に拍手喝采

ヨーヨー釣りを楽しむ子どもたち

高齢者世帯交流会
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し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日( 翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はその翌日）に、城
南衛生管理組合☎ 075(631)5171へ連絡してください。

11月６日㈮
11月30日㈪

藤和田、島田、東島田、東一口（国
道 1号以東）、森（国道 1号以東）、
森村東（国道1号以東）、野村、野
村村東、佐山、新開地、佐古、清水、
林、市田、田井、荒見、下津屋

11月９日㈪
12月１日㈫

大橋辺、北川顔、坊之池、森（国
道1号以西）、森村東（国道1号以
西）、西一口、中島、相島、東一口
（国道１号以西）

使
用
済
小
型
家
電
、
文
化
祭
会
場
で
臨
時
回
収

　

10
月
か
ら
使
用
済
小
型
家
電
の
回
収
が

始
ま
り
ま
し
た
。
回
収
場
所
は
、
役
場
ロ

ビ
ー
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
で
す

が
、
町
民
文
化
祭
で
も
、
11
月
7
日
㈯

に
、
臨
時
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し

て
、
小
型
家
電
を
回
収
し
ま
す
。

　

ご
自
宅
に
あ
る
ご
不
用
に
な
っ
た
小
型

家
電
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

回
収
で
き
る
小
型
家
電
は
、
回
収
ボ
ッ

ク
ス
＝
写
真
＝
の
投
入
口（
た
て
22
㎝
×

よ
こ
42
㎝
）に
入
る
大
き
さ
の
も
の
に
限

ら
れ
ま
す
。
詳
細
は
、
配
布
チ
ラ
シ
や
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な

お
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
の
デ
ー

タ
は
自
身
で
消
去
し
て
く
だ
さ
い
。

■
投
入
口
に
入
ら
な
い
小
型
家
電
は
？

　

投
入
口
に
入
ら
な
い
小
型
家
電
は
、「
燃

や
さ
な
い
ご
み
」
の
収
集
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て

は
「
資
源
有
効
利
用
促
進
法
」
で
、
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
回
収
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
た
め
、
町
で
は
回
収
し
ま
せ
ん
。(

※
回

収
ボ
ッ
ク
ス
の
投
入
口
か
ら
入
る
パ
ソ
コ

ン
は
町
で
回
収
）

　

平
成
15
年
10
月
以
降
に
販
売
さ
れ
た
家

庭
向
け
パ
ソ
コ
ン
に
は
、
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク

ル
マ
ー
ク
が
あ
り
、
回

収
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
メ

ー
カ
ー
が
無
料
で
実
施

し
て
い
ま
す（
平
成
15
年

10
月
以
前
に
販
売
さ
れ
た
も
の
は
有
償
）。

詳
細
は
各
メ
ー
カ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　

　

な
お
、
メ
ー
カ
ー
が
不
明
の
場
合
や
、

自
作
パ
ソ
コ
ン
な
ど
は
、「
パ
ソ
コ
ン
3

Ｒ
推
進
協
会
」
☎
0
3（
5
2
8
2
）7 

6
8
5
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
消
去
は
、
ご
自
身
で

　

パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
入
っ
て
い
る
個
人
情

報
な
ど
の
デ
ー
タ
は
、
自
己
責
任
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
、
一
度
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
た
も
の

の
返
却
に
は
一
切
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
デ
ー
タ
消
去
、
廃
棄
の
注
意
点

　

▼
デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ
ン
の
「
ご
み
箱
」

に
捨
て
、「
ご
み
箱
を
空
に
す
る
」
操
作
を

し
て
も
元
の
デ
ー
タ
は
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

に
残
っ
て
お
り
、
専
用
の
ソ
フ
ト
を
使
っ

て
消
去
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

メ
ー
カ
ー
や
機
種
に
よ
っ
て
は
、
デ
ー
タ

消
去
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
製

品
も
あ
り
ま
す
。
推
奨
の
方
法
や
ソ
フ
ト

が
あ
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
各
社
の
サ
ポ

ー
ト
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
▼
自
分

で
パ
ソ
コ
ン
を
破
壊
す
る
の
は
、
部
品
が

飛
散
す
る
な
ど
し
て
危
険
で
す
か
ら
や
め

て
く
だ
さ
い
。
▼
故
障

し
て
電
源
が
入
ら
な
く

な
っ
て
も
ハ
ー
ド
デ
ィ

ス
ク
は
生
き
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

�

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

家
庭
用
金
庫
の
廃
棄
は
？

　

金
庫
は
、「
処
理
困
難
物
」
で
あ
る
た

め
、
町
で
は
回
収
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
土
砂
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
タ
イ
ヤ
、
ペ
ン

キ
、
シ
ン
ナ
ー
や
薬
品
な
ど
に
つ
い
て
も

回
収
し
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
廃
棄
の
際
は
、
購
入
し
た
販

売
店
や
専
門
の
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。�

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

浄化槽の点検・清掃と水質検査

　浄化槽式の水洗
トイレを使用して
いる家庭や事業所
は、浄化槽の正常
な機能を保つため、保守点検と清掃、
水質検査が義務づけられています。
　実施には専門知識が必要ですので、
次の業者に委託してください。
▶︎�保守点検…京都府登録の浄化槽保守
点検業者

▶�清掃…城南衛生管理組合の許可を得
た浄化槽清掃業者

▶�水質検査…府知事が指定する検査機
関の（公社）京都保健衛生協会☎075
（681）1727
　また、増改築や下水道への接続など
で、浄化槽の使用を廃止するときは、
環境保全課へ届け出てください。
　問合せ／環境保全課または城南衛生
管理組合☎075（631）5171

11月は「犬の適正飼養推進月間」

　ペットは愛情と責任を持って飼いま
しょう。
●�犬の登録と狂犬病予防
注射

　法律により、生後91
日以上の飼い犬は、生涯

に1回の登録が必要です。狂犬病は犬
だけではなく人間や野生動物にも感染
する命にかかわる病気です。年1回狂
犬病予防注射を受けましょう。
●放し飼いは禁止
　犬の放し飼いは迷惑です。事故が発
生しないように、必ずしっかりつない
で飼いましょう。
●散歩時のフンの後始末
　家の前や道端などのフンは気分の悪
いものです。犬のフンの後始末は、飼
い主の責任です。回収袋やスコップを
忘れずに持って散歩に出かけましょ
う。

問合せ／環境保全課
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11月のごみ・し尿収集日環境保全のコーナー

10月1日現在  久御山町の人口  16,383人（男8,129人、女8,254人）　世帯数6,865

町公共機関電話番号等

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎ 631-9991/45-3922

somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

長寿健康課 ☎ 631-9903/45-3904
choju@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

075（632）5933

税 務 課 ☎ 631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

環境保全課 ☎ 631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

行財政課 ☎ 631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

国保医療課 ☎ 631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住民福祉課 ☎ 631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

都市整備課 ☎ 631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産 業 課 ☎ 631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

議会事務局 ☎ 631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

075（631）6129

学校教育課 ☎ 631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

消防本部 ☎ 631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

上下水道課 ☎ 631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

会 計 課 ☎ 631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎ 631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

図 書 館 ☎ 0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

まちの駅クロスピアくみやま

健康センター いきいきホール

ふれあい交流館 ゆうホール

子育て支援センター あいあいホール

体育協会（総合体育館内）

総合体育館

老人福祉センター 荒見苑

社会福祉協議会

中央公民館

御牧保育所
佐山保育所
宮ノ後保育所
御牧幼稚園
佐山幼稚園
東角幼稚園

☎ 075（632）2300　　075（632）2001

☎ 0774（41）3466　　0774（44）1199

☎ 0774（44）2205　　0774（44）2203

☎ 0774（45）0002　　0774（46）5610

☎ 0774（41）2263　　0774（41）2283

☎ 0774（44）3700　　0774（44）2203

☎ 0774（44）3405　　0774（44）7801

☎ 075（631）0022　　075（632）3001

☎ 075（631）1000　　075（632）0031
☎・　 075（631）2475
☎・　 0774（43）2970
☎・　 0774（43）4906
☎・　 075（631）4531
☎・　 0774（43）8644
☎・　 0774（44）4966

燃やすごみ
月・木 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間、田井、荒見、下津屋、

下津屋サンハイツ、島田、東島田、森、坊之池、野村、村東

火・金
松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、栄1・2丁目、栄 3・4丁目、ハ
イツ西宇治、清水、林、西武西林、ミサワ林、大橋辺、北川顔、藤和田、
近協パレス、中島、西一口、東一口、相島、下津屋団地、東佐山団地、久
御山団地（17棟～29 棟前のごみ集積所）

水・金 久御山団地（3 棟〜 5 棟、7 棟、10 棟〜14 棟、34 棟〜 41棟、43 棟〜
44 棟前のごみ集積所）

燃やさないごみ
月 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、

中島、西一口、東一口、相島
火 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

金 田井、荒見、下津屋、下津屋サンハイツ、下津屋団地、島田、東島田、坊之池、
森、野村、村東

プラマーク製品
月 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

火 島田、東島田、坊之池、森、野村、村東、田井、荒見、下津屋、下津屋団地、
下津屋サンハイツ

水 東佐山団地、久御山団地

木 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、
中島、西一口、東一口、相島

金 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

使用済み天ぷら油

11日（第 2 水曜日）

※�指定の場所に、油の入っていた
容器等に入れて出してください。
　なお、役場庁舎南側の塵芥収
集車車庫内に、平日の午前８時
30分～午後5時15分まで、回収
場所を常設しています。

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み

ペットボトル・紙パック
  4日（第1水曜日）

18日（第3水曜日）

缶・ビン
11日（第2水曜日）

25日（第4水曜日）

＊�ペットボトルのキャップとラベルは、
はずして「プラマーク製品」として
出してください。
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エネルギー　139キロカロリー／ 1人分
塩分　　　　0.2 グラム

　いわしなど背の青い魚に多く含まれる多価
不飽和脂肪酸と、トマトのリコピンを一緒に
食べることで、血液サラサラを目指します。

長寿健康課

vol.202 いわしのトマトソース焼き

作り方 ①いわしは手開きにし、きれ
いに洗って水気をふき取
り、塩とコショウをふって

小麦粉を軽くはたく。レタ
スは洗って食べやすくちぎ
る。パプリカ、レモンはく
し型に切る。
玉ねぎ、にんにく、パセリ
はみじん切りにする。
フライパンにオリーブオイ
ルを入れて火にかけ、「①」
のいわしを両面に軽く焦げ
目がつくまでソテーする。
パプリカは軽くソテーし取

②

③

●材料（4人分）

レタス
パプリカ（黄）
オリーブオイル レモン

８枚
1/2個
小さじ2 1/2個

いわし (小 )
塩
こしょう
小麦粉

４尾
少々
少々
適量

トマト水煮
玉ねぎ
にんにく
パセリ
塩
こしょう

200ｇ
1/2個
１片
少々
少々
少々

り出す。
「③」のフライパンでにんに
くを炒め、香りが出たら玉
ねぎを炒める。
「④」にトマト水煮を加え、
弱火で煮つめ塩、こしょう
で味を調える。
皿に「③」を盛り付け「⑤」を
かけ、パセリを散らし、レ
タスとパプリカを色よく盛
り付け、レモンを添える。

④

⑤

⑥
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　古銭の購入に関連した詐欺的な
トラブルに関する相談が、高齢者
を中心に多く寄せられています。
　特に多く見られる手口は、複数
の業者が役回りを分担して消費者
をだまそうとする「劇場型勧誘（買
え買え詐欺）」です。
【相談事例】
　Ａ社から古銭の販売に関するパ
ンフレットが届いた。その後、Ｂ
社から電話があり、「Ｃさんが古銭
をほしがっているので名義を貸し
てほしい」と言われて了承した。
　その後、再びＢ社から電話があ
り「Ｃさんはあなたの名義でＡ社
に振り込んだため、それが不正行
為とみなされた。組戻しの手続き
が必要だが、Ｃさんは海外に行っ
てしまい手続きができない」との
ことだった。
　Ｂ社から「あなたが50万円を
いったん立て替えるように」と言

われ、指示どおりに宅配便で個人宅
にお金を送った。Ｂ社からは「Ｃさ
んが帰国すれば、すぐに返金する」と
何度も言われたので安心していた。
　しばらくして、Ａ社から古銭が１
枚送られてきた。その後、Ａ社やＢ
社に電話をしても通じなくなった。
【アドバイス】

　 ▼「名義を貸して…」、「代わりに
買って…」などと持ちかけてくる不
審な電話は「買え買え詐欺」です。相
手にせず、すぐに電話を切ってくだ
さい。

　 ▼「宅配便等でお金を送れ」はすべ
て詐欺です。業者とやりとりしてし
まっても、話をうのみにせず、絶対に
お金を払わないでください。

　 ▼留守番電話機能なども利用して
ください。

　 ▼すぐに久御山町消費生活相談窓
口や京都府消費生活安全センターな
どに相談してください。

　 ▼日頃から家族や身近な人によ
る高齢者の見守りが大切です。
　「親切」があだとなり、被害につ
ながることも多くあります。少し
でも怪しいと感じたら、話が途中
であっても電話を切ることも、自
分自身を守るための一つの手段で
す。
　つい話を聞いてしまった場合で
も、身近な人に相談するなど、一人
で悩まないようにしましょう。
　万一、トラブルに巻き込まれた
ら、京都府消費生活安全センター
☎075（671）0004、京都府山城広
域振興局商
工労働観光
室 ☎0774
（21）2103、
役場産業課
へご相談く
ださい。

古銭購入に関連した詐欺的トラブル
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